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１
１

１

一
篝
一
謹
讓
篝
鑿
一
塞
篝
雲

１
４
Ｉ

念
迷
舎
ｑ
“
Ｃ

し
た
が
い
ま
Ｌ
一
・
公
こ
の
座
談
会
は
、
各

書
記
官
が
、
書
記
管
歳
度
に
つ
い
て
将
来
を

斎
藤
総
務
部
長
本
日
は
、
お
位
し
い
な

か
を
書
記
官
協
議
会
の
た
め
に
時
間
を
割
い

て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
た
だ
今
か
ら
、
総
務
局
。
人
事
局
の

各
課
長
、
参
事
官
を
囲
む
座
談
会
を
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
め
に
、
当
協
議
会
の
大
林
会
長
が
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

テ ~マ－

一
書
記
官
の
給
与
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て

１
平
成
五
年
度
の
級
別
定
数
、
特
に
書
記
官
の
格

付
関
係

２
大
量
に
任
命
さ
れ
た
書
記
官
の
将
来
の
給
与
上

の
処
遇

二
書
記
官
の
任
用
上
の
諸
問
題
に
っ
い
て

１
書
記
官
の
年
度
別
退
職
予
定
と
今
後
の
任
用
計

画
２
大
量
に
任
命
さ
れ
た
若
手
書
記
官
の
将
来
の
処

遇
、
展
望
等

３
育
児
休
業
に
伴
う
臨
時
的
任
用
者
（
代
替
要
員
）

の
確
保
の
状
況
と
今
後
の
方
針
等

４
女
子
職
員
の
当
直
勤
務
と
警
備
業
務
従
事
に
関

す
る
方
針
等

三
書
記
官
等
の
研
修
に
関
す
る
諸
問
題
に
っ
い
て

１
書
記
官
の
養
成
及
び
研
修
体
系
の
現
状

２
自
庁
研
修
、
職
場
研
修
等
の
指
導
者
養
成
研
修

の
充
実

３
係
長
等
に
対
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｔ
研
修
の
実
施

４
Ｏ
Ａ
研
修
の
実
施

今
回
も
座
議
会
の
｜
ワ
ー
マ
は
、
書
記
官
事

務
及
び
人
事
上
の
問
題
等
、
多
嶮
’
《
わ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
る
し
ず
丸
願
い
い

大
林
会
長
本
日
は
、
総
務
局
、
人
事
局

の
課
長
、
参
事
官
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
、
書
協
と
の
座
談
会

に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
、
書
記

官
の
処
遇
あ
る
い
は
執
務
の
あ
り
方
等
に
つ

き
産
し
て
種
夜
御
配
慮
、
御
尽
力
い
た
だ
い

Ｉ
Ｉ

ｌ
１
１
Ｔ
５
宮
７
Ｇ
口
■
６
４
０

５
在
外
研
究
の
実
施
状
況
と
今
後
の
方
針
等

６
民
間
企
業
等
委
託
研
修
の
実
施

四
新
し
い
大
阪
簡
裁
及
び
名
古
屋
簡
裁
の
開
庁
と
そ

こ
に
お
け
る
書
記
官
事
務
の
状
況
に
つ
い
て

五
Ｏ
Ａ
機
器
の
活
用
に
つ
い
て
、

１
裁
判
事
務
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
化
の
現
状
・
と
今
後
の

展
望

２
調
書
作
成
用
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
現
状
と
今
後
の
展

望

六
書
記
官
事
務
等
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

１
民
事
訴
訟
法
の
改
正
と
書
記
官
の
審
理
充
実
事

・
務
２
刑
事
事
件
に
お
け
る
書
記
官
の
壹
別
準
備

３
少
年
事
件
に
お
け
る
書
記
官
の
役
割

４
勤
務
時
間
の
短
縮
と
書
記
官
事
務
の
改
善

５
速
記
問
題
の
検
討
・

七
最
近
の
書
記
官
事
務
の
過
誤
事
例
と
過
誤
防
止
策

に
つ
い
て

八
総
務
局
に
お
け
る
そ
の
他
の
施
策
等
に
つ
い
て

て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
席
を
借
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
．
御
承
知
の
よ
う
に
、
書
協
で
は
毎
年
、
総

務
局
、
人
事
局
と
の
座
談
会
の
機
会
を
設
け

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
書
記
官
の
処
遇
等
人

事
上
の
諸
問
題
、
あ
る
い
は
書
記
官
事
務
処

理
上
の
諸
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
、
非
常
に

有
益
な
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
．
い
て
お
り

峠
ヰ
度
の
雲
星
託
官
〕
の
艶
隙
剛
常
筑
叡
り
鮒
菖
慌
航
呵
汎
と

そ
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
回
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
給
与
上
の
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篝
簔
霧
譲
篝
篝
謹

勺
で
ふ
ふ
ｑ
〃
Ｏ
し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
嘩
讓
会
は
、
各

書
記
官
が
、
書
記
官
制
度
に
つ
い
て
将
来
を

展
望
し
、
あ
る
い
は
書
記
官
事
務
の
処
理
に

つ
い
て
見
直
し
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
貴

重
な
機
会
で
あ
り
ま
し
て
、
全
国
の
書
記
官

が
そ
の
内
容
に
大
変
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
‐

と
こ
ろ
で
、
書
記
官
の
大
量
退
職
も
い
ょ

い
よ
終
局
段
階
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
書
記
官
事
務
の
関
係
で
は

民
事
訴
訟
法
の
改
正
の
動
向
と
と
も
に
、
審

理
充
実
の
方
策
も
書
記
官
の
大
き
な
関
心
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

書
協
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
当
局

の
施
策
や
方
針
を
お
伺
い
し
て
、
こ
れ
を
広

く
会
員
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
書
協

活
動
の
方
針
と
し
て
参
り
た
・
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

二
悟
雄
夫
雄

雄
邦
隆
康

原
部
井
山
！
井

者

菅
服
坂
中
金

‐
初
め
に
、
当
協
議
会
の
大
林
会
長
が
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

出席

グ

今=弓

（ ） 最高裁判所側

総務局第一課長

同第二･第三課長

同 参事官

人事局給与課長

同 任用課長

同 参事官

、

１
１
１
１

ム
プ
周
回
ｊ
も
血
緊
歓
△
毒
の
テ
ー
マ
脳
，
謹
掴
郵
搦
声
配
芋

務
及
び
人
事
上
の
問
題
等
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
ず
。

斎
藤
総
務
部
長
そ
れ
で
は
、
早
速
座
談

会
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の
後

の
進
行
は
、
企
画
調
査
部
長
の
金
井
が
担
当

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

官
の
処
遇
あ
る
い
は
執
務
の
あ
り
方
等
に
っ■

き
ま
し
て
種
々
御
配
慮
、
御
尽
力
い
た
だ
い

’金井
企
画
調
査
部
長
で
は
副
お
手
元
に

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
テ
ー
マ
の
順

に
進
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
初
の
テ
ー
マ
の
書
記
官
の
給
与
上
の
諸

問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
、
こ
の
席
で

お
聞
き
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
員
の

関
心
が
高
い
事
柄
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今

岡本幸子
一
書
記
官
の
給
与
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て

書記官協議会側 、

会 長 大林快行

副 会 長 岡田武義

同 只熊弘道

事務局長 、山崎 忠

総務部長 斎藤茂雄

企画調査部長 金井．繁二

同 部員 ． 永田一元

同 部員 火ノ川 忠

編集部長 岡田拓司

同 部員 森 公宏

経理部長 藤嶋 政

書記官制度 目黒 記研究会長

、
、
Ｉ
Ｊ
Ｉ
〃
″
ｊ－ ／

I

鹿
部
・
澄
扉
紐
￥
胃
０
●
誘
侭
宥
旧
舟
即
ず
ふ
、
賂
ぴ
、
試
〆
Ｐ
、
・
ず
『

花
の
運
田
堵
劉
釘
に
つ
い
て
鋪
樹
脂
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
給
与
上
の

‐
問
題
で
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
る
事
項
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
付
言
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

中
山
給
与
課
長

１
平
成
五
年
度
の
級
別
定
数
、
特
に
書

§
記
官
の
格
付
関
係
Ｊ

書
記
職
を
中
心
と
し
て
、
平
成
五
年
度
の

級
別
定
数
の
改
定
状
況
と
そ
の
運
用
方
針
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
こ
と
に
し

理
上
の
諸
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
、
非
常
に

右
總
盗
な
お
話
を
同
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

P

D

ま

す
。

i▼

心 丸

I
一

1

忠烈

(中山給与課長）
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一
夕

仙
級
別
定
数
の
改
定
状
況

４

ア
二
級
以
上
関
係

会
平
成
五
年
度
は
、
平
成
四
年
度
に
続
き
、

鯛
地
裁
首
席
書
記
官
の
二
級
切
上
げ
が
一
ポ

ス
ト
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
三

級
首
席
書
記
官
は
、
地
裁
一
○
○
ポ
ス
ト
中

一
三
、
家
裁
六
三
ポ
ス
ト
中
八
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
指
定
職
格
付
に
つ
い
て
も
、
平
成

四
年
度
の
福
岡
高
裁
事
務
局
次
長
に
続
き
、

二
年
連
続
の
形
で
名
古
屋
高
裁
事
務
局
次
長

の
指
定
職
格
付
が
認
め
ら
れ
た
（
高
裁
事
務

局
次
長
と
し
て
は
四
ポ
ス
ト
目
）
こ
と
も
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
？
こ
の
ほ
か
に
地
裁
事
務
局
長
に
つ

い
て
二
級
切
上
げ
が
一
ポ
ス
ト
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
二
級
事
務
局
長
は

地
裁
五
○
ポ
ス
ト
中
二
四
、
家
裁
五
○
ポ
ス

ト
中
一
五
と
な
り
ま
す
。

イ
一
○
級
関
係

昭
和
六
○
年
度
の
給
与
法
の
改
正
以
来
、

地
。
家
裁
首
席
書
記
官
の
一
○
級
定
数
の
拡

大
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
平
成
五
年
度
は
四
（
前
年
度

こ
の
切
上
げ
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

地
。
家
裁
首
席
書
記
官
合
計
一
六
三
（
内
訳

は
、
二
級
が
一
二
、
一
○
級
が
六
八
、
九

密
級
が
七
四
）
の
う
ち
八
九
（
五
四
・
六
％
）

１
が
一
○
級
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

識
ま
た
、
高
裁
次
席
書
記
官
の
一
○
級
切
上

鋼蝿号

げ
躯
〆
臺
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

“
け
Ｌ
可
く
う
グ
ゲ
一
争
吟
■
ｒ
時
、
ロ
ａ
■
″
少
９
．
Ｊ
“
当
●
白
ｖ
グ
ー
ｑ
宇
側
Ⅳ
斑
翔
Ｕ
お

と
．
考
農
え
て
い
ま
●
す
。ｊ

③
ま
と
め

望
《
β
毎

府
県
単
位
機
関
で
い
え
ば
、
「
特
に
困
難
な
業

務
を
所
掌
す
る
機
関
の
長
』
が
、
高
裁
に
相

当
す
る
管
区
機
関
で
い
え
ば
、
「
重
要
な
業
務

を
所
掌
す
る
部
の
長
」
が
よ
う
や
く
一
○
級

格
付
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
実
情
に
あ
り
ま

す
℃
こ
れ
に
対
し
、
地
。
家
裁
首
席
書
記
官

は
裁
判
部
門
の
長
に
す
ぎ
ま
せ
ん
し
、
高
裁

次
席
書
記
官
は
裁
判
部
門
の
ナ
ン
バ
ー
ッ
ー

の
ポ
ス
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

書
記
職
は
、
裁
判
部
門
の
基
幹
職
種
で
あ
る

こ
と
や
従
来
か
ら
の
格
付
の
高
さ
等
が
評
価

さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
数
の
切
上
げ
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

ウ
九
級
関
係

平
成
五
年
度
は
、
地
裁
次
席
書
記
官
に
つ

い
て
三
（
前
年
度
三
）
の
九
級
切
上
げ
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
九
級
は
、
行
政
省
庁
で
あ
れ
ば
、

「
困
難
な
業
務
を
所
掌
す
る
府
県
単
位
機
関

の
長
」
に
つ
い
て
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
る
格

付
で
あ
り
、
裁
判
部
門
の
ナ
そ
ハ
ー
ッ
ー
の

立
場
に
あ
る
次
席
書
記
官
を
九
級
に
格
付
す

る
に
つ
い
て
は
種
食
の
困
難
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
首
席
書
記
官
と
同
様
の
主
張
を

し
て
、
大
規
模
庁
の
次
席
に
つ
い
て
そ
の
九

級
格
付
を
認
め
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
加
え
、
九
級
ポ
ス
ト
と
し
て
、
平

成
六
年
度
の
東
京
都
特
別
区
内
簡
裁
の
集
約

を
に
ら
ん
で
、
東
京
地
裁
に
、
管
内
簡
裁
を

担
当
す
る
次
席
書
記
官
一
の
増
設
が
認
め
ら

心
心
だ
為
！
Ｕ
い
》
０

は
、
定
数
の
回
収
、
Ⅱ
寵
黛
軽
刻
下
げ
）
穿
乖
強
く
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
一
旦
回
、
侭
さ
れ
て
し

く
迫
っ
て
き
て
い
と
こ
ろ
で
す
．
・
ま
う
と
、
将
来
定
数
を
必
要
と
等
号
時
点
で
、

こ
の
ほ
か
に
地
。
家
裁
事
務
局
次
長
五
（
前

年
度
五
）
に
つ
い
て
九
級
切
上
げ
が
認
め
ら

れ
ま
し
だ
。
‐

以
上
の
結
果
、
地
。
家
裁
次
席
書
記
官
に

つ
い
て
は
八
六
ポ
ス
ト
中
三
八
（
四
四
。

二
％
）
が
、
地
・
家
裁
次
長
に
つ
い
で
は
一

一
五
ポ
ス
ト
中
七
八
（
六
七
・
八
％
）
が
、

九
級
以
上
に
格
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。平
成
五
年
度
の
定
数
改
定
折
衝
は
、
前
年

度
に
続
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
財
政
事
情
の

悪
化
の
見
通
し
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
相
当

厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
㈱
以
上
の
と

お
り
九
級
以
上
の
定
数
の
拡
大
に
お
い
て
相

当
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
裁
判
所
職
員
の
処
遇
の
向
上
と
い
う
点

で
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

エ
八
級
以
下
関
係

八
級
以
下
の
定
数
改
定
折
衝
に
お
い
て

は
、
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

財
政
当
局
は
、
裁
判
所
職
員
の
大
量
退
職
の

影
響
と
い
う
情
勢
を
背
景
に
あ
ら
ゆ
る
官
職

及
び
級
に
わ
た
‐
っ
て
定
数
回
収
を
迫
り
、
そ

の
姿
勢
に
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
‐

当
局
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
下
で
、
何
と
か
定
数
回
収
を
防
ぎ
つ
つ
、

逆
に
少
し
で
も
定
数
の
改
定
を
実
現
す
る
た

め
最
大
限
の
努
力
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

り
措
累
‐
平
晩
五
年
度
も
、
三
年
群
馬
四
年

０
ワ
Ｙ
■
５
７

度
に
引
き
続
き
回
収
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
定
数
切
上
げ
に
つ
い
て

は
、
先
に
説
明
し
た
よ
う
な
状
況
か
ら
、
各

官
職
。
級
に
つ
い
て
、
当
局
の
切
上
要
求
と

財
政
当
局
の
定
数
回
収
（
切
下
げ
）
要
求
と

が
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
と
い
う
形
で
の
折
衝

と
な
り
、
平
成
四
年
度
同
様
、
書
記
職
に
つ

い
て
は
一
切
切
上
げ
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の

他
の
官
職
・
級
に
つ
い
て
も
八
級
切
上
げ
が

一
○
（
前
年
度
一
三
、
七
級
切
上
げ
が
一
三

（
前
年
度
一
五
）
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
査
定

と
な
り
ま
し
た
。

②
昇
格
の
運
用

ア
九
級
以
上
に
つ
い
て

九
級
以
上
の
昇
格
運
用
に
つ
い
て
は
、
定

数
状
況
を
に
ら
み
な
が
ら
、
庁
の
規
模
等
に

従
っ
て
標
準
ポ
ス
ト
を
設
定
し
、
こ
れ
に
就

い
た
者
に
つ
い
て
は
、
他
と
の
均
衡
を
考
慮

し
な
が
ら
も
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
昇

格
を
実
施
し
、
そ
れ
以
外
の
比
較
的
規
模
の

小
さ
い
庁
の
場
合
に
も
、
当
人
の
い
わ
ゆ
る

属
人
的
要
素
の
伸
び
や
退
職
時
期
等
を
勘
案

し
な
が
ら
積
極
的
に
昇
格
を
実
施
し
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。

イ
八
級
以
下
に
つ
い
て

書
記
官
の
八
級
以
下
の
昇
格
運
用
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
昨
年
度
と
同
様
の
方
針

で
望
ん
で
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
昇
格
水
準

は
年
を
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ほ
ぼ
ぎ
り

ぎ
り
の
水
準
に
意
で
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る

定
数
状
況
等
を
考
え
ま
す
と
、
現
行
の
水
準

で
も
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
緩
和
さ
れ
た

７

。
■
０
０
△
０
７
◇
０
０
０
０
，
■
■
匡
口
Ｒ
ひ
あ
且
Ｐ
ｂ
■
■
口
ど
ぜ
Ｄ
■
■
■
■
■
■
Ｕ
０
Ｈ
ｒ
■
■
８
分
■
■
１
込
阜
さ
■
谷
口
ア
■
■
■
■
■
■
、
■
Ｔ
Ｕ
ｂ
■
〃
■
■
●
■
■
■
■
Ｂ
ｚ
Ｂ
Ｚ
Ｊ
且
宜
■
■
■
■
ユ
■
可
且
■
■
匡
刀
■
巳
■
■
二

＝＝二『ー‐輔宅一画==-一＝_…__‐-..------－'''1IlIIIllIlIIlIIIIIIllIIlIl
一一一一一ー一



｜

｜ 雷鵬

. .－一一一一一一|■■■■■■
－－ー

書協会報123号5 座談会

冠
匡
牙
』
宅
序
脈
等
毒
圭
ソ
レ
ロ
肥
川
二
毛
ｇ
三
口
庁
Ｉ
↓
〆
Ｕ
一
／
Ｉ
、
○
基
犀
０
ｔ
二
一

げ
が
一
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

仔
輿
収
省
一
灯
で
は
、
地
，
壼
訟
燕
に
相
当
す
る

と
署
長
え
て
い
ま
す
。

③
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
、
書
記
官
の
級
別
定
数
面
に

お
け
る
格
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
律
専
門

職
と
し
て
の
職
務
内
容
の
複
雑
、
困
難
性
を

極
力
強
調
し
て
そ
の
改
善
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
中
期
的
に
は
、
懸
案

で
あ
る
民
事
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
り
書
記
官

の
職
責
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ

て
く
れ
ば
、
級
別
定
数
の
拡
大
等
の
局
面
で

新
た
な
主
張
が
可
能
と
な
る
か
ど
う
か
を
慎

重
に
検
討
し
、
処
遇
の
改
善
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
・

昇
格
運
用
に
つ
い
て
も
、
先
に
説
明
し
た

と
お
り
、
定
数
折
衝
を
巡
る
情
勢
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
従
前
同

様
の
方
針
含
臨
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。２
大
量
に
任
命
さ
れ
た
書
記
官
の
将
来

の
給
与
上
の
処
遇

伽
現
在
の
定
数
状
況
‐

先
に
定
数
の
回
収
の
問
題
と
の
関
連
で
説

明
し
た
と
お
り
、
大
量
退
職
の
進
行
に
よ
り
、

裁
判
所
職
員
の
年
齢
構
成
が
大
幅
に
若
返

り
、
そ
の
結
果
、
級
別
定
数
の
構
成
と
現
在

員
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
広
が
り
、
概
括
的
に
い

え
ば
、
上
位
の
級
に
相
当
の
空
き
が
出
て
い

る
反
面
、
下
位
の
級
で
は
相
当
数
の
過
員
が

で
て
お
り
、
上
位
級
の
定
数
を
流
用
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
提
に
、
財
政
当
局

１
１
１
１
－

ご

■

寺

６

９

町

ぜ

．

Ｇ

Ⅱ

Ⅱ

９

ｊ

グ

』

－

０

口

ｅ

ダ

『

■

日

夕

、

山

■

６

Ｆ

二

一

４

づ

も

■

〃

■

』

■

可

。

〃

グ

。

■

日

■

■

■

■

○

４

口

Ｉ

■

０

甲

言

夕

。

、

担
当
す
る
次
席
書
記
官
一
の
増
設
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

は
、
定
数
の
回
収
（
Ⅱ
定
数
切
下
げ
）
を
繭

く
迫
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
少
量
退
職
期
に
お
け
る
定
数
状
況

現
在
の
定
数
状
況
は
前
述
の
と
お
り
で
す

が
、
指
摘
の
と
お
り
、
今
後
到
来
す
る
少
量

退
職
期
に
お
い
て
は
、
大
量
退
職
期
に
大
量

採
用
し
た
職
員
が
昇
格
の
対
象
と
な
っ
て
き

て
、
定
数
状
況
は
急
激
に
逼
迫
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
書
記
官
の
昇
格

水
準
は
、
か
つ
て
の
大
量
退
職
期
に
入
る
前

の
水
準
と
比
較
す
れ
ば
相
当
改
善
さ
れ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
級
別

定
数
を
前
提
に
す
る
と
、
将
来
の
少
量
退
職

期
に
お
い
て
は
、
現
行
の
水
準
を
維
持
す
る

こ
と
す
ら
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
な

い
か
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
定
数
構
成
は
、
こ
れ
ま

で
定
数
の
回
収
に
応
じ
て
き
た
分
は
と
も
か

く
と
し
て
、
ほ
ぼ
限
界
近
く
ま
で
切
上
げ
ら

れ
た
姿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
量
退

職
期
に
お
い
て
も
大
幅
な
定
数
切
上
げ
は
望

み
得
な
い
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

③
現
段
階
の
対
応
策
・

こ
の
よ
う
な
予
測
の
も
と
、
将
来
に
お
い

て
も
給
与
上
の
処
遇
の
一
貫
性
を
確
保
す
る

た
め
に
当
面
採
る
べ
き
方
策
と
し
て
は
、
次

の
二
つ
を
考
え
て
い
ま
す
。

ァ
定
数
の
回
収
の
回
避
等

先
に
説
明
し
た
と
お
り
、
年
齢
構
成
の
変

化
を
背
景
に
、
財
政
当
局
は
定
数
回
収
を
強

一~、

ユ
？
■
■
■
■
■
■

く
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
一
旦
回
収
さ
れ
て
し

篭
う
と
、
将
来
定
数
を
動
些
肇
と
す
為
時
点
で
、

回
収
さ
れ
た
だ
け
再
度
切
上
げ
が
認
め
ら
れ

る
保
証
は
必
ず
し
も
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

現
時
点
で
の
回
収
は
で
き
る
限
り
回
避
し
、

仮
に
、
回
収
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
に
し
て

も
、
そ
れ
を
最
小
限
に
止
ぬ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
先
に
説
明
し
た
よ
う
な
財
政
当
局
か

ら
の
定
数
回
収
要
求
へ
の
当
局
の
対
応
は
、

正
に
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も
現
時
点
で

定
数
を
使
う
必
要
が
あ
る
か
ら
定
数
回
収
に

抵
抗
し
て
い
る
わ
け
で
．
は
な
い
の
で
す
。

イ
定
数
の
リ
ザ
ー
ブ

現
時
点
に
限
れ
ば
、
な
お
、
相
当
の
昇
格

水
準
の
緩
和
が
可
能
な
定
数
状
況
に
あ
り
ま

す
が
恥
現
在
の
級
別
定
数
を
前
提
に
す
る
と
、

少
量
退
職
期
に
お
い
て
同
様
の
水
準
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
微
妙
な
情
勢
に
あ

り
、
さ
り
と
て
へ
将
来
の
大
幅
な
定
数
切
上

げ
も
望
承
得
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
前
述

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
将
来
の
処
遇
の
一

貫
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
回
収
を
免
れ

得
た
定
数
に
つ
い
て
も
ハ
そ
の
相
当
数
を
リ

ザ
ー
ブ
し
、
将
来
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
現
在
の
定
数
状
況
と
の
対

比
で
見
る
限
り
、
定
数
的
に
は
相
当
の
余
裕

、

が
あ
る
の
に
昇
格
水
準
は
さ
ほ
ど
緩
和
さ
れ

な
い
と
い
っ
た
形
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
の

勺
◆
グ
■
．
ｑ
‐
Ｊ
．
』
’
’
１
１
．
め
最
大
限
の
努
力
を
し
た
と
．
こ
ろ
で
す
。
そ

の
結
果
，
平
成
五
年
度
も
，
三
年
度
、
四
年

ザ

は
年
々
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ほ
ぼ
ぎ
り

ぎ
り
の
水
準
に
堂
で
暖
和
さ
れ
て
き
て
い
る

定
敷
状
況
等
を
考
え
ま
す
と
，
現
行
の
水
準

で
も
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
る
ま
で
緩
和
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
水
準
緩

和
に
つ
い
て
は
、
少
量
退
職
期
に
お
け
る
処

遇
の
一
貫
性
の
確
保
を
困
難
に
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
か
ら
、
極
め
て
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
わ
け
で
す
。

側
今
後
の
課
題

以
上
述
べ
た
こ
と
は
、
主
と
し
て
ポ
ス
ト

と
は
関
係
な
く
昇
格
可
能
な
級
で
の
対
応
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
に
就
く
こ
と

が
前
提
と
し
て
必
要
と
な
る
、
主
と
し
て
八

級
以
上
の
級
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
は
、
少
量

退
職
期
に
お
い
て
は
、
ポ
ス
ト
に
就
く
時
期

が
現
在
よ
り
遅
く
な
る
１
１
逆
に
、
大
量
退

職
期
に
お
け
る
昇
任
ス
ピ
ー
ド
は
む
し
ろ
異

例
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
が
１
’
こ
と

が
必
至
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
昇
格
時
期
も

遅
れ
て
く
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
給
与
面

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
予
算
上
、
運
用
上
の

方
策
を
採
る
べ
き
か
、
ま
た
、
採
り
得
る
の

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
玄
す
。

金
井
企
画
調
査
部
長
次
の
テ
ー
マ
に
移

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

書
記
官
の
大
量
退
職
も
ピ
ー
ク
を
越
え
た

６

！

二
書
記
官
の
任
用
上
の
諸
問
題
に
つ

り

い
て
。
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平
成
四
年
度
の
書
記
官
及
び
有
資
格
事
務

官
の
離
職
に
よ
っ
て
生
じ
た
欠
員
の
補
充
と

し
て
、
平
成
五
年
四
月
期
に
新
規
に
任
用
し

、
、
１

た
書
記
官
の
数
は
六
二
○
人
で
、
昨
年
度
に

比
べ
三
○
人
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

書
研
養
成
部
修
了
者
が
二
一
八
人
、
Ｃ
Ｐ
試

験
合
格
者
が
三
一
九
人
、
新
規
の
再
任
用
者

が
八
三
人
で
す
。

書
記
官
の
新
規
任
用
数
は
、
平
成
二
年
度

を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
徐
灸
に
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
全
書
記
官
数
を
各
齢
ご
と
に
平
準

化
し
た
数
は
約
二
七
○
で
す
の
で
、
そ
の
数

と
比
べ
る
と
、
ま
だ
大
量
退
職
は
継
続
中
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
年
間
の
離
職

者
数
に
つ
い
て
は
、
定
年
退
職
の
ほ
か
、
自

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
書
記
官
の
年
度
退
職

予
定
と
今
後
の
任
用
計
画
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

金
井
任
用
課
長

１
書
記
官
の
年
度
別
退
職
予
定
と
今
後

の
任
用
計
画
；

己
都
合
等
潅
よ
る
早
期
退
職
の
見
通
し
、
再

任
喝
購
望
の
動
向
と
い
っ
た
不
確
定
要
素
が

が
、
全
豊
記
官
の
四
割
を
超
え
る
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
蕊
雫
す
。

1
i

bf

，

(金井任用課長）

あ
っ
て
正
確
な
と
こ
ろ
を
お
話
す
る
の
は
難

し
い
の
で
す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ

ら
の
不
確
定
要
素
も
考
慮
に
入
れ
て
、
年
間
‐

離
職
者
数
を
予
測
す
る
と
、
平
成
五
会
計
年

度
は
、
前
年
度
よ
り
一
○
○
人
以
上
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、
平
成
六
会
計
年
度
は
凡
さ
ら

に
一
○
○
人
程
度
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
結

果
、
平
成
七
会
計
年
度
に
は
三
○
○
人
程
度

と
な
る
見
通
し
で
す
。
年
間
離
職
者
数
は
、

そ
の
後
も
徐
左
に
減
少
し
灸
平
成
一
○
会
計

年
度
に
は
二
○
○
人
台
を
割
り
込
む
も
の
と

予
想
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
、

書
記
官
及
び
有
資
格
事
務
官
の
離
職
者
分
だ

け
書
記
官
を
養
成
。
補
充
す
る
と
い
う
こ
と

ｏ」になれば、少量退職のボトム期である

平
成
一
○
年
台
に
は
二
○
○
人
弱
し
か
書
記

官
の
新
規
任
用
の
必
要
が
な
く
な
る
と
い
う

計
算
に
な
り
ま
す
。

従
前
か
ら
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
書
記

官
及
び
有
資
格
事
務
官
の
離
職
者
数
に
対
応

し
て
書
記
官
の
補
充
必
要
数
が
変
動
す
る
こ

と
は
、
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
書
記
官
養
成
数
を

短
期
間
の
う
ち
に
極
端
に
変
動
さ
せ
る
こ
と

は
、
任
用
政
策
と
し
て
も
種
を
問
題
の
あ
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
少
量
退
職
期
に
向
け
て

の
書
記
官
の
養
成
方
針
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

最
高
裁
に
お
い
て
、
重
要
課
題
と
し
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
平
成
五
年
度
中
に
は

結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
大
量
に
任
命
さ
れ
た
若
手
喜
一
記
官
の

力
、
調
整
カ
ー
謡
、
″
、
積
極
性
等
に
つ
い

て
、
、
こ
れ
ま
で
少
１
．
以
上
に
厳
選
し
た
上
で

Ｉ

将
来
の
処
遇
等

金
井
企
画
調
査
部
長
書
記
官
の
任
用
政

策
に
関
連
す
る
事
柄
で
す
が
、
当
協
議
会
が

高
裁
管
内
単
位
で
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
支

部
交
流
会
に
私
ど
も
が
出
席
し
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
数
年
の
間
に
大
量
に
誕
生
し
た
若
手
の

書
記
官
層
か
ら
、
「
自
分
た
ち
の
任
用
上
の
処

遇
は
将
来
ど
う
な
る
か
、
総
務
局
。
人
事
局

と
の
座
談
会
の
席
で
是
非
伺
っ
て
欲
し
い
。
」

と
い
う
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
書
記

官
の
大
量
退
職
が
終
了
し
た
後
に
は
、
少
量

退
職
状
態
が
生
ず
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
辺

の
状
況
や
問
題
点
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
金
井
任
用
課
長

側
現
状
及
び
当
面
の
情
勢
に
つ
い
て

現
在
、
裁
判
所
は
、
い
わ
ゆ
る
大
量
退
職

の
ピ
ー
ク
直
後
の
時
期
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら

到
来
す
る
少
量
退
職
期
に
向
け
再
職
員
の

士
気
の
低
下
及
び
そ
れ
に
伴
う
公
務
サ
ー
ビ

ス
の
レ
ベ
ル
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
大
量
退
職
期
に
採
っ
て
き
た
任
用
上

の
諸
政
策
を
ど
の
よ
う
に
変
更
し
て
い
く
べ

き
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
任
用
政
策
の
重
点

を
移
す
必
要
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

将
来
、
す
な
わ
ち
少
量
退
職
期
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
話
す
る
前
に
、
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
、
若
干
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

裁
判
所
全
体
の
職
員
構
成
を
見
る
と
、
大

量
．
に
退
職
し
た
幹
部
職
員
の
後
を
継
ぐ
べ
き

年
齢
層
で
あ
る
昭
和
－
０
年
代
生
ま
れ
の
層

あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
そ
‐
ｌ
合
渥
正
す

る
範
囲
内
で
、
可
能
な
方
策
を
＃
誌
す
る
と

記
官
資
格
取
得
後
五
年
以
下
、
す
な
わ
ち
、

書
記
官
総
合
研
修
を
受
け
る
前
の
書
記
官

が
極
端
に
薄
く
な
っ
て
お
り
、
幹
部
ポ
ス
ト

の
補
充
に
は
、
若
手
職
員
の
登
用
が
必
要
で

あ
っ
た
．
た
め
、
大
量
退
職
期
を
通
じ
て
、
幹

部
職
員
は
急
激
に
若
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
量
退
職
の
ピ
ー
ク
は
越
え
た
と
は
い
え
、

現
在
で
も
、
相
当
数
の
幹
部
職
員
の
退
職
が

あ
る
の
で
、
幹
部
職
員
の
若
返
り
現
象
は
な

お
進
行
中
で
す
。

幹
部
職
員
に
つ
い
て
、
若
返
り
状
況
を

デ
ー
タ
で
見
ま
す
と
、
昭
和
六
三
年
一
月
一

日
現
在
で
下
級
裁
の
主
任
書
記
官
及
び
課
長

補
佐
以
上
の
幹
部
職
員
の
う
ち
五
○
歳
以
上

の
者
が
占
め
て
い
た
割
合
が
八
五
％
、
同
じ

よ
う
に
五
五
歳
以
上
の
者
が
占
め
て
い
た
割

合
が
六
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
四
年
一

○
月
一
日
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
四
八
％
、
三

七
％
に
減
少
し
て
お
り
、
幹
部
職
員
の
若
返

り
現
象
泓
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

、
こ
の
若
返
り
現
象
は
、
幹
部
職
員
の
承
に

限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書
記
官
全

体
を
見
て
も
、
平
成
四
年
一
○
月
一
日
現
在
、

四
○
歳
未
満
の
者
が
全
書
記
官
の
約
五
割
に

達
し
、
平
成
七
年
度
こ
ろ
ま
で
は
、
こ
の
割

合
が
更
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
書
記
官
資
格
取
得
後
の
経
験
年
数
の

面
か
ら
見
て
も
、
本
年
四
月
一
日
現
在
、
書

記
官
資
格
取
得
後
一
○
年
未
満
の
書
記
官
が

全
書
記
官
の
七
割
近
く
に
達
し
、
ま
た
へ
書

を
錘
恨
ん
で
Ｊ
も
余
り
い
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
ジ
ョ

ソ
で
、
そ
の
人
の
籠
聖
〃
を
磨
い
て
い
た
だ
く

一
一
一
！

－

ノ



鐸
書
記
官
経
験
の
短
い
書
記
官
が
ど
れ
だ
け
存

一
一一
一
率
在
す
る
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
現
在
三

○
歳
台
後
半
で
書
記
官
経
験
一
○
年
程
度
の

一
一

人
が
書
記
官
全
体
に
占
め
て
い
る
位
置
を
、

昭
和
五
五
年
こ
ろ
に
置
き
換
え
る
と
、
当
時

一
一
■
巴

の
四
○
歳
台
後
半
あ
る
い
は
五
○
歳
台
前
半

一
一
一
一

の
方
点
が
占
め
て
い
た
位
置
に
相
当
す
る
こ

一
一一
一
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
女
は
、

三
む
し
ろ
職
場
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
担
う

で
べ
き
存
在
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
↑

貢
先
程
も
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
大
量
退

一
一

職
の
ピ
ー
ク
を
越
え
た
と
は
い
え
、
こ
れ
か

一
一

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
女
は
、

む
し
ろ
職
場
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
担
う

べ
き
存
在
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
↑

先
程
も
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
大
量
退

職
の
ピ
ー
ク
を
越
え
た
と
は
い
え
、
こ
れ
か

一－マー1－－
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ら
数
年
の
間
は
、
な
お
相
当
数
の
幹
部
職
員

の
退
職
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
方
点
が
正
し
く
こ
れ
か
ら
の
幹
部
職
員
候

補
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

た
だ
、
か
つ
て
に
比
べ
れ
ば
全
体
と
し
て

の
裁
判
所
書
記
官
の
経
験
不
足
は
否
め
な
い

事
実
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
内
部

事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
の
側
か
ら
は
、

い
つ
の
時
代
に
も
常
に
一
定
の
レ
ベ
ル
の
司

法
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
わ
け

で
、
し
た
が
っ
て
、
幹
部
職
員
の
登
用
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
経
験
不
足
を
カ
バ
ー
す
る

に
足
る
人
材
と
い
参
う
意
味
で
、
‐
高
度
な
実
務

処
理
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、
幹
部
職
員
と
し
て

要
求
さ
れ
る
指
導
監
督
能
力
、
人
事
管
理
能

旧
▽
■
８
６

鍔
柾
詰
削
琶
、
江
１
号
淀
１
７
と
幸
毛
シ
ズ
て
・
１
Ｍ
念
脅
寸
ソ
屋
昼
・
に
、
堰
か
寅
噸
ず
し
子
雌
蛭
‐
立
阿
職
毎
曹
ゲ
グ
沢
但
一
芳
鼻
註
．
ｊ
く
い
、
ど
く
二
司
阜
Ｅ
遷
孑
粛
肌
官
制
裂
胤
七
号
１
企
、
ｋ
三
・
‐
・
弓
・
Ｊ
１
‘
１
ォ
ｊ
Ｌ

力
、
調
整
力
、
説
得
力
、
蘆
極
性
等
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
以
上
に
厳
選
し
た
上
で

の
積
極
的
登
用
を
、
引
き
続
き
下
級
裁
に
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ま
。

②
少
量
退
職
期
に
つ
い
て

た
だ
い
ま
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

数
年
の
間
は
、
大
量
退
職
の
ピ
ー
ク
を
越
え

た
と
は
い
え
、
な
お
相
当
数
の
幹
部
職
員
の

退
職
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
昇
進
ス
ピ
、
－
ド

の
急
激
な
落
ち
込
翠
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
主
任
書
記
官
ｑ
課
長
補
佐
以
上
の

幹
部
職
員
の
年
齢
構
成
を
見
る
と
、
五
○
歳

台
前
半
～
四
○
歳
台
後
半
の
各
齢
ご
と
の
人

員
は
、
一
○
○
人
を
大
き
く
割
り
込
ん
で
い

ま
す
の
で
、
平
成
一
○
年
か
ら
一
○
年
ほ
ど

の
間
は
、
こ
こ
数
年
来
の
よ
う
な
昇
進
の
形

態
は
な
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

少
量
退
職
期
は
、
昇
進
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち

込
み
、
そ
れ
に
伴
か
全
体
的
な
処
遇
も
低
下

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
言
わ
ば
『
冬
の
時

代
』
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
点
も
、
念
頭
に
お
い
て
ほ

し
い
と
思
い
・
ま
す
。

第
一
に
、
職
員
の
年
齢
構
成
の
完
全
な
平

準
化
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
昇
進
ス
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
、
世
代
間
に
あ
る
程
度
の
不
均

衡
が
生
じ
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
不
均
衡
の
結
果
、

職
員
の
間
に
著
し
い
不
公
平
感
、
士
気
の
低

下
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
公
務
サ
ー
ビ

界
の
し
今
ヘ
ル
の
低
下
を
招
く
よ
う
な
こ
と
が

２
大
量
朧
任
命
さ
れ
た
若
手
書
記
官
の
年
齢
層
で
あ
る
昭
和
一
○
年
代
生
ま
れ
④
層
書
記
官
総
合
研
修
を
。
受
け
る
．
前
の
書
記
官

ｐ

乳
も
１
Ｊ
ノ

ク

９
▲
ｆ
ｌ
ｂ

！

9

あ
っ
て

る
範
囲

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
○

第
二
に
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

大
量
退
職
期
に
お
け
る
異
動
や
配
置
換
え
の

在
り
方
は
、
異
常
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
量
退
職
期
に
お
け
る
昇
進
ス

ピ
ー
ド
が
異
常
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
誰
に
も
、
十
分
御
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
雀
す
ｂ
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
重

要
な
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
外

と
御
理
解
い
た
だ
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
大

量
退
職
期
の
異
動
や
配
置
換
え
を
目
の
当
た

り
に
す
る
と
、
↓
異
動
や
配
置
換
え
に
は
、
必

ず
昇
進
を
伴
う
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
よ
う
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
、

大
量
退
職
期
に
お
け
る
特
殊
事
情
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
量
退
職
期

に
は
、
大
量
に
退
職
し
て
い
く
幹
部
職
員
の

後
任
補
充
が
組
織
維
持
の
観
点
か
ら
最
重
点

課
題
で
あ
り
、
し
か
も
、
書
記
官
全
体
の
若

返
り
。
経
験
不
足
と
い
う
状
況
の
中
で
、
極

め
て
多
数
の
幹
部
職
員
を
養
成
す
る
必
要
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ル
ラ

ゥ
ン
ド
な
執
務
能
力
の
育
成
と
い
う
観
点
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
十
分
で
は
な
く
、
・
民
事

事
件
し
か
経
験
の
な
い
主
任
書
記
官
と
か
、

刑
事
事
件
し
か
経
験
の
な
い
主
任
書
記
官

が
、
大
量
に
生
ま
れ
る
と
い
う
問
題
が
起
こ

り
ま
し
た
。
じ
か
し
、
少
量
退
職
期
に
は
、

異
動
や
配
置
換
え
に
よ
っ
て
多
方
面
の
経
験

は
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
を
是
正
す

内
で
、
可
能
な
方
策
を
検
討
す
る
と

q

"

｡＝

〆

方
墨
槙
ん
で
も
ら
い
、
ジ
ョ
・
ブ
・
・
ロ
ー
ラ
！
シ
舅

ソ
で
、
そ
の
人
の
能
力
方
鑑
褥
い
て
い
た
涯
く

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
少
量
退
職
期
は
、
個
有
人
の
能
力

の
向
上
に
は
、
む
し
ろ
好
ま
し
い
時
期
で
あ

る
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
う
職
言
つ
え
も
、
先
程
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
極
端
な
昇
進
ス
ピ
ー
ド
の
落
ち
込
み

は
、
職
員
の
士
気
の
低
下
を
招
き
、
ひ
い
て

は
、
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
の
低
下
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
少
量
退
職
期
に
向

か
っ
て
の
新
た
な
任
用
政
策
の
検
討
が
必
要

な
こ
と
は
、
当
局
も
、
十
分
承
知
し
て
い
る
、

と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
任
用
政
策
を

採
る
べ
き
か
、
ま
た
、
採
り
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

３
育
児
休
業
に
伴
う
臨
時
的
任
用
者

（
代
替
要
員
）
の
確
保
の
状
況
と
今
後
の

方
針
等

金
井
企
画
調
査
部
長
最
近
、
職
場
で
は
、

女
性
書
記
官
の
増
加
が
目
覚
ま
し
い
の
で
す

が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
ま
ず
女
性
書
記
官

等
が
育
児
休
業
に
入
つ
だ
場
合
の
臨
時
的
任

用
者
（
代
替
要
員
）
の
確
保
の
状
況
と
こ
れ

に
関
す
る
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

岡
本
参
事
官
育
児
休
業
制
度
は
、
子
を

養
育
す
る
職
員
が
育
児
の
た
め
離
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
状
況
を
な
く
し
、
職
員
が
仕
事

を
継
続
し
な
が
ら
育
児
を
行
う
こ
と
を
容
易

0
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新
制
度
が
発
足
し
て
一
年
経
過
し
ま
し
た

の
で
、
初
め
に
、
こ
の
間
の
運
用
実
績
を
簡

単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
五
年
三
月

三
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
、
四
六
人
の
書
記

官
が
育
児
休
業
を
取
り
、
そ
の
平
均
期
間
は

約
五
箇
月
で
し
た
。

育
児
休
業
者
の
担
当
業
務
の
処
理
に
つ
い

て
は
＄
任
命
権
者
が
配
置
換
え
そ
の
他
の
方

法
で
対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
先
程
説
明
し
た
四
六
件
の
う
ち
、

臨
時
的
任
用
を
行
っ
た
の
ば
二
三
件
（
五

○
％
）
で
、
そ
の
他
は
、
事
務
分
担
の
変
更
、

配
置
換
え
等
で
対
処
し
て
い
ま
《
も
こ
の
点

に
つ
い
て
ば
、
職
員
の
関
心
の
強
い
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
よ
り
識
淫
細
に
謡
緊
閲
し
ま
す
と
、

に
し
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
調
和
を

可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
職
員
の
福
祉
を
増

進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
出
産
、
育
児
を

契
機
に
離
職
す
る
こ
と
な
く
勤
務
す
る
こ
と

を
促
進
し
て
、
公
務
の
円
滑
な
運
営
に
資
す

る
と
い
う
目
的
の
た
め
、
平
成
四
年
四
月
一

日
か
ら
新
た
に
発
足
し
た
制
度
で
す
。

の
宿
泊
施
設
の
整
備
や
安
全
対
策
等
種
☆
の

臼
ｕ
百
墨
争
い
」
Ｄ
、
ノ
、
戸
口
出
土
、
傘
災
刎
刈
貯
刈
こ
院
の
ハ
ナ
」
、

(岡本参事官）

育
児
休
業
期
間
が
三
箇
月
以
下
の
よ
う
に
短

い
場
合
に
は
、
七
割
程
度
の
事
例
が
事
務
分

担
の
変
更
等
で
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
育
児

休
業
期
間
が
一
○
箇
月
以
上
の
場
合
に
は
、

九
割
程
度
の
事
例
が
臨
時
的
任
用
を
行
っ
て

寺
↑

い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
全

職
種
に
わ
た
り
見
ら
れ
ま
す
が
、
資
格
官
職

で
あ
る
書
記
官
や
家
裁
調
査
官
に
よ
り
強
く

見
ら
れ
ま
す
。
資
格
官
職
に
就
い
て
い
る
者

が
育
児
休
業
を
取
っ
た
場
合
、
そ
の
担
当
業

務
に
つ
い
て
は
、
他
の
職
種
の
職
員
瀧
完
全

に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
こ
と

か
ら
、
地
。
家
裁
と
し
て
も
、
資
格
官
職
者

』
“

の
育
児
休
業
が
長
期
に
な
る
場
合
に
は
、
臨

時
的
任
用
の
候
補
者
の
確
保
に
努
力
凶
て
い
，

る
姿
勢
が
窺
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
書
記
官
〈
の
臨
時
的
任
用
の

選
考
有
資
格
者
は
、
か
つ
て
そ
の
官
職
に

あ
っ
た
者
に
限
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に
臨
時

的
任
用
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
候
補

者
の
確
保
に
困
難
を
生
ず
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
実
際
の
運
用
上
も
、
″
臨
時
的
任
用
の
候

補
者
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
事
務

分
担
の
変
更
、
配
置
換
え
等
で
対
処
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
い
う
例
も
、
少
数
で
は
あ

り
ま
す
が
、
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
ｐ
最
高
裁

と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い

た
め
に
も
、
各
庁
に
お
い
て
、
既
に
退
職
さ

れ
た
選
考
有
資
格
者
及
び
書
記
官
資
格
を
有

す
る
退
職
予
定
者
に
つ
い
て
、
臨
時
的
任
用

に
関
す
る
意
向
の
把
握
に
努
め
、
各
庁
相
互

て
い
ま
す
。
ま
、
一
．
玄
性
が
圖
直
勤
溌
蝉
を
す

る
こ
つ
（
て
、
瞳
々
の
環
境
整
備
へ
の
配
慮

Ｉ

■
■
■
●
１
９
凸
■
９
。
■
■
‐
１
１
１

Ⅱ

に
緊
密
な
連
絡
を
取
り
、
臨
時
的
任
用
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
下
級
裁
を
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

育
児
休
業
制
度
が
定
着
し
発
展
す
る
こ
と

は
、
当
該
職
員
や
当
該
職
場
の
承
に
止
ま
ら

ず
、
我
が
国
社
会
全
体
の
健
全
な
発
展
に

と
っ
て
も
大
い
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
の

で
、
退
職
さ
れ
た
方
及
び
近
く
退
職
予
定
の

方
は
、
こ
の
育
児
休
業
制
度
の
趣
旨
を
御
理

解
い
た
だ
き
、
声
を
か
け
ら
れ
た
場
合
に
ぱ
、

御
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
、
こ
の
場
を
借
り

て
お
願
い
し
ま
す
。

４
女
子
職
員
の
当
直
勤
務
と
警
備
業
務

従
事
に
関
す
る
方
針
等

金
井
企
画
調
査
部
長
次
に
、
女
子
職
員

に
よ
る
当
直
勤
務
の
状
況
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
併
せ

て
、
法
廷
警
備
業
務
に
女
子
職
員
が
従
事
ず

る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
も

併
せ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
法
廷
警
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
日
、
東
京
地
裁
で
大
変

不
幸
な
事
件
が
発
生
し
た
わ
け
で
す
が
、
事

案
に
よ
っ
て
は
、
女
子
職
員
も
含
め
て
ソ
フ

ト
な
警
備
を
実
施
す
る
方
が
効
果
的
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
え
て
お
伺
い
す
る
次
第
で
す
。

岡
本
参
事
官
‐

⑩
当
直
勤
務
に
つ
い
て

最
初
に
、
女
性
書
記
官
の
増
加
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
霞
す
と
、
平
成
四
年
四
月
一

日
現
在
で
七
四
０
人
の
女
性
書
↑
記
官
が
お

’
三
１
曾
罷
官
等
の
研
修
に
・
閣
渉
諸
問

I

。
＃
１
０
凸
Ｉ
ｌ
ｆ
９
ｆ
１
１
６
０
ｊ
１
６
０
ｇ
Ｉ

■
仔
日
■
■
・
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
■
Ｅ
■
■
Ｄ
Ｓ
Ｄ
■
Ｂ
■
１
１
１
■
■
。
α
あ
■
■
■
ｆ
■
■
■
Ｂ
Ｄ
８
■
■
Ｕ
Ｏ
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一

り
、
全
書
記
官
に
占
め
る
割
合
は
一
二
％
弱

と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
五
年
は
、
毎
年
一
％

を
超
え
る
割
合
で
占
有
割
合
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
最
近
五
年
間
の
新
任
の
書
記
官
に
つ

い
て
女
性
の
比
率
を
見
ま
す
と
へ
平
均
で
一

五
％
弱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
書
記
官
の

主
な
給
源
で
あ
る
二
○
歳
台
の
事
務
官
に
占

め
る
女
性
の
比
率
が
三
七
％
強
と
な
っ
て
い

ま
す
・
の
で
、
、
女
性
書
記
官
の
比
率
は
、
こ
れ

か
ら
も
増
加
し
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま

す
ｐ裁
判
所
の
女
子
職
員
の
当
直
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
と
、
国
家
公
務
員
の
深
夜
勤
務
に

関
し
て
は
、
男
女
均
等
待
遇
の
例
外
と
し
て
、

人
事
院
規
則
一
○
’
七
（
女
子
職
員
及
び
年

少
職
員
の
健
康
、
安
全
及
び
福
祉
）
第
二
条

に
よ
っ
て
、
一
八
歳
以
上
の
女
子
職
員
の
深

夜
勤
務
（
午
後
一
○
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五

，
時
ま
で
の
間
に
お
け
る
勤
務
）
を
原
則
的
に

禁
止
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
禁
止
は
、

一
定
の
勤
務
に
つ
い
，
て
は
解
険
さ
れ
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
裁
判
所
の
宿
直
に
関

係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
同
条
二
号
の
「
管

理
若
し
く
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
」
の

勤
務
及
び
同
一
五
号
の
「
人
事
院
規
則
一
五

’
九
（
宿
日
直
勤
務
）
第
四
条
の
規
程
に
よ

る
勤
務
」
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
、
事
件
直
に

つ
い
て
は
、
一
五
号
に
よ
っ
て
制
限
の
対
象

外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
法
規
上

は
、
女
子
職
員
に
対
し
、
事
件
直
を
命
じ
る

こ
と
は
可
罷
娠
で
す
。
た
だ
、
現
実
に
は
女
子

し
た
が
、
本
年
度
は
こ
れ
を
改
め
、
入
所
試

験
科
目
に
な
か
っ
た
民
事
訴
訟
法
及
び
刑
事

一一
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一
‐
一
縦
唾
那
唖
で
呼
叫
聯
鄙
か
関
い
か
＃
い
ふ
ユ
か

一
で
す
の
で
、
よ
り
詳
細
に
説
明
し
ま
す
と
、

ｄ
Ｊ
ｎ
０
Ｉ
５
９
８
４
０
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
２
５
９
８
母
ｊ
ｌ
０
・
１
１
１
日
Ｄ
，
’

一
一
一
鵬
剛
餓
州
州
側
鑪
蠅
や
鱸
刑
轤
噸
期

一
一
一

１
女
子
職
員
に
対
し
宿
直
を
命
じ
て
い
る
例
は

一
一
蝋
あ
り
ま
せ
ん
。

’
一
協
こ
れ
に
対
し
、
女
子
職
員
に
日
直
勤
務
を

書

命
ず
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
令
は
な
く
、
実

際
に
も
、
合
同
当
直
を
し
て
い
る
庁
を
一
庁

三
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
、
地
．
家
裁
本
庁
で
は

一
一

五
○
％
近
い
庁
に
お
い
て
、
女
子
職
員
に
対

し
て
日
直
を
命
じ
て
い
ま
す
。

先
程
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
全
書
記
官
に

一
一

占
め
る
女
性
の
割
合
は
年
を
上
昇
し
て
お

三
〃
り
、
し
か
も
、
完
全
週
休
一
一
日
制
の
導
入
に

二
伴
い
、
宿
日
直
回
数
が
増
加
し
て
い
る
と
い

一
一
・
紬
馴
鯏
噛
柵
雌
職
脈
罐
恥
鵬
野
淵
瀬
岬
順
唾

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
女
子
職
員
に

一
一

対
し
て
も
、
日
直
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
を
検

討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

一
一

す
。
女
子
職
員
も
、
そ
の
協
力
を
必
要
と
す

る
よ
う
な
置
勢
に
あ
る
こ
と
は
、
御
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
』

一
噸
詐

一

■

一
一
母
性
保
護
の
見
地
か
ら
、
原
則
と
例
外
を
逆

誇
転
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
女
子
職
員
に
対
し
て
は
、

｜
一

座
原
則
と
し
で
日
直
勤
務
を
命
じ
な
い
こ
と
と

三
９
軒
溌
轤
認
埋
挑
鑪
泌
賭

一
一【二二

②
警
備
業
務
に
つ
い
て

現
在
、
女
子
職
員
に
対
し
て
法
廷
警
備
を

命
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
規
上
こ
れ
を

制
限
す
る
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
事
件
に
お
い

て
、
女
性
の
傍
聴
人
等
に
対
す
る
身
体
検
査
、

所
持
品
検
査
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
先
ず
、

警
察
に
対
し
、
婦
人
警
官
の
派
遣
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
派
遣
を
断
ら

れ
●
る
な
ど
、
警
察
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
女
子
職
員
が
対
応
し
た
方
が
社
会
的

に
も
望
ま
し
い
と
い
う
事
情
が
認
め
ら
れ
、

女
子
職
員
に
対
し
警
備
を
命
じ
る
こ
と
が
相

当
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
先
日
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
、

法
廷
警
備
中
に
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
こ
と

で
鈴
分
か
り
の
よ
う
に
、
法
廷
警
備
に
は
、

危
険
が
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
女
子

ノ

職
員
に
対
し
て
警
備
を
命
ず
る
に
当
た
っ
て

は
、
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
人
事
局
が
実
情

調
査
を
し
た
り
、
下
級
裁
を
指
導
し
た
り
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
検
討
課

題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
『
４
句
・
『
ｊ
〃
、
↓
ｆ
デ
ー
〆
一
‐
〃
、
叔
吋
１
〆
０
斗
〃
鮒
Ｊ
一
一
〆
』
ｌ
〃
《
Ｙ
ｆ
、
二
・
三
Ｇ
日

す
る
退
職
予
定
者
に
つ
い
て

に
関
す
る
意
向
の
把
握
に
努

も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
に
つ
い
て
の
種
な
の
環
境

て
い
注
す
。
ま
た
、

ｆ
０
ｄ
Ｉ
１
０
８
■
Ｕ
■
７

、

~）

女
性
が
日
直
勤
務
を
す

て
い
ま
す
。

１
１

二
二
Ｐ
卜
ｈ
Ｉ
Ｉ
、
争
吋
０
－
０
鎌
公
、
，
』
〃
．
，
雷
〃

、
臨
時
的
任
用

め
、
各
庁
相
互

整
備
へ
の
配
慮

￥

金
井
企
画
調
査
部
長
次
に
、
・
書
記
官
等

に
対
す
る
研
修
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
書
記
官
の
養
成
の
現

状
及
び
書
記
官
研
修
所
に
お
け
る
研
修
体
系

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

１
書
記
官
の
養
成
及
び
研
修
体
系
の
現

状
金
井
任
用
課
長
平
成
四
年
度
か
ら
、
新

し
い
試
黙
と
し
て
、
九
月
入
所
予
定
の
第
二

部
生
に
つ
い
て
も
、
第
一
部
生
及
び
速
記
部

生
の
入
所
時
期
に
合
わ
せ
て
、
四
月
に
一
週

間
程
度
の
オ
リ
｝
一
ソ
テ
ー
シ
三
ン
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
九
月
に
入
所
す
る

ま
で
の
間
の
勉
強
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
指

導
す
る
と
と
も
に
、
研
修
生
と
し
て
の
一
体

感
を
醸
成
し
て
、
入
所
後
の
研
修
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
導
入
を
計
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
試
承
は
、
現
場
の
感
触
や
研
修
生
自
身

の
評
価
で
は
好
評
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ

、

り
、
書
記
官
研
修
所
で
も
、
初
期
の
目
的
を

十
分
に
達
成
し
た
と
評
価
し
た
の
で
、
本
年

度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
同
様
の
オ

リ
ェ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
修
了

後
九
月
の
入
所
ま
で
の
間
の
入
所
準
備
の
た

め
の
通
信
研
修
と
し
て
、
平
成
四
年
度
は
、

事
務
官
法
律
研
修
と
同
一
の
課
題
を
与
え
ま

ｌ
￥
Ｆ
全
山
α
ｍ
１
ｊ
Ｕ
０
一
凸
Ｊ
》
，
企
や
Ｌ
二
基
甘
い
皇
二
Ｆ
ト
ー
叩
１
１
〆
も
，
Ｔ
子
４
８
Ｊ
《
〃
Ｕ
１
羽
剣
，
、
叩
Ｊ
し
り
Ｕ
Ｖ

つ
い
て
説
明
し
篭
す
と
、
平
成
四
年
四
月
一

日
現
在
で
七
四
０
人
の
女
低
藷
盲
記
官
箒
那
お

三
智
記
壱
星
寸
の
研
修
に
関
す
る
諸
間

卓
題
に
つ
い
て

7

0

1

ノ

合

一

Ｊ
の
グ
！
、
４
３
司
勾
』
Ｅ
Ｉ
、
口
。
４
』
‐
。
《
ｌ
ｆ
Ｕ
少
瑠
深
川
ｒ
上
〆
、
ｖ
よ
し
，
二
と
一

は
、
女
子
職
員
に
対
し
、
事
件
直
を
命
じ
る

こ
と
は
可
能
で
す
．
た
だ
、
現
実
に
は
女
子

し
た
が
、
本
年
度
は
こ
れ
を
改
め
、
入
全
〃
試

験
科
目
に
な
か
っ
た
民
事
訴
訟
法
及
び
刑
事

訴
訟
法
に
つ
い
て
、
新
た
に
問
題
集
を
作
成

し
、
九
月
か
ら
の
講
義
の
予
習
の
意
味
を
含

め
て
、
こ
れ
を
検
討
さ
せ
る
方
法
で
実
施
し

ま
し
た
。

次
に
、
書
記
官
基
礎
研
修
（
基
礎
研
）
に

．
つ
い
て
は
、
昨
年
説
明
し
た
と
こ
ろ
か
ら
特

に
変
化
は
な
く
、
今
年
度
も
年
二
回
の
実
施

で
、
約
三
二
○
人
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

近
時
、
書
記
官
事
務
の
現
場
で
は
、
ベ
テ

ラ
ン
書
記
官
が
大
量
に
退
職
式
る
一
、
方
で
、

養
成
部
修
了
者
を
含
め
、
任
官
後
日
の
浅
い

書
記
官
が
激
増
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
記

官
に
か
か
る
期
待
も
大
き
い
反
面
、
経
験
不

足
か
ら
く
る
過
誤
、
遅
滞
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
萩
。
そ
の
た
め
、
現
場
か
ら

は
、
基
礎
研
の
期
間
の
延
長
や
内
容
の
一
層

の
充
実
を
求
め
る
声
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

何
分
、
種
灸
の
制
約
が
あ
り
、
書
記
官
事
務

の
基
礎
的
な
部
分
の
教
育
に
止
ま
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
当
面
の
研
修
計
画
で
は
、
Ｃ
Ｐ
に

合
格
し
て
書
記
官
に
な
っ
た
者
に
対
し
て

は
、
基
礎
研
修
了
後
は
、
養
成
部
修
了
者
と

同
様
、
任
官
後
五
年
を
経
過
し
た
者
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
る
書
記
官
総
合
研
修
（
総

研
）
ま
で
、
書
研
が
実
施
す
る
研
修
は
あ
り

ま
せ
ん
。
書
研
で
は
、
先
程
述
べ
た
よ
う
な

職
場
の
現
状
に
か
ん
が
拳
て
、
基
礎
研
修
了

I
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後
総
研
ま
で
の
中
間
点
で
、
中
央
又
は
委
嘱

に
よ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
研
修
の
実

施
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
中
の
よ
う
で
す

が
、
実
現
に
向
け
て
は
、
種
☆
困
難
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
分
の
間
は
、

不
足
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
庁
研
修
あ
る
い
は

高
裁
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
で
、
幹
部
職
員
が
指

導
者
と
な
り
、
よ
り
実
務
に
即
し
た
き
め
細

か
な
指
導
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

次
に
、
書
記
官
総
合
研
修
（
総
研
）
に
つ

い
て
は
、
近
年
の
書
記
官
の
大
量
養
成
に
伴

い
、
研
修
対
象
者
が
激
増
し
て
お
り
、
平
成

八
年
に
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年

度
に
、
研
修
員
が
主
体
性
を
発
揮
す
る
に
足

る
研
修
内
容
及
び
研
修
方
法
、
事
務
処
理
に

つ
い
て
の
積
極
的
態
度
の
育
成
と
い
う
面
を

考
慮
し
て
、
相
当
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
こ
れ
に
変
更
を
加

え
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
研
修

対
象
者
の
激
増
等
種
な
の
事
情
か
ら
日
程
瀞

短
縮
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
修
効
果
が
十
分

と
言
え
る
の
か
を
含
め
、
研
修
体
系
の
見
直

し
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
い
う

問
題
意
識
は
持
っ
て
い
ま
す
。

２
自
庁
研
修
、
職
場
研
修
等
の
指
導
者

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
一
今
午
泥
灘
適
し
て
い
る

ほ
か
、
司
法
事
情
研
究
と
し
て
欧
米
に
派
遣

養
成
研
修
の
充
実

金
井
企
画
調
査
部
長
研
修
に
つ
い
て

は
、
い
わ
ゆ
る
自
庁
研
修
や
日
常
の
執
務
を

掻
じ
て
行
う
職
場
研
修
の
重
要
性
渉
指
摘
さ

L

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
研
修
の

指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す

が
、
こ
の
点
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
・

金
井
任
用
課
長
書
研
で
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
Ｋ
Ｅ
Ｔ
、
接
遇
の
研
修
指
導
有
資

格
者
は
、
各
高
裁
管
内
に
お
い
て
、
あ
る
程

度
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
た
た
め
、

本
年
度
は
、
研
修
指
導
者
養
成
の
研
修
の
実

施
は
考
え
．
て
い
な
い
よ
う
で
す
Ｄ

し
か
し
、
有
資
格
者
は
多
い
が
、
実
際
に

指
導
に
当
た
る
管
理
職
の
実
数
が
少
な
い
と

い
う
実
情
に
あ
る
よ
う
な
の
で
、
早
い
時
期

に
研
修
指
導
者
養
成
研
修
の
充
図
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

３
係
長
等
に
対
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｔ
研
修
の
実

施
金
井
企
画
調
査
部
長
現
在
、
新
た
に
主

任
書
記
官
又
は
課
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
た
者

を
対
象
に
し
て
「
新
任
中
間
管
理
者
研
修
」

が
各
高
裁
単
位
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
研
修
を
受
け
た

者
の
多
く
が
「
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
内
容
は
、
係
長
の

と
き
に
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
。
」
と
い
う
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

か
ら
す
る
と
ゞ
裁
削
所
職
湾
貝
が
、
外
国
の
司

法
制
度
を
実
際
泥
間
す
る
機
会
を
も
つ
こ

■ 金
井
任
用
課
長
一
般
的
に
は
、
入
材
育

成
の
観
点
か
ら
は
、
現
行
の
新
任
中
間
管
理

者
等
研
修
の
内
容
の
一
一
部
？
特
に
管
理
監
督

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
は
、
事
務
局
係
長
、

在
外
研
究
の
知
識
、
経
験
を
盤
か
し
て
も
を
参
加
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
反
対

ら
っ
て
い
ま
ず
。
．
』
に
、
民
間
企
業
の
研
修
に
裁
判
所
職
員
を
参

》

い
る
こ
と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
。
書

研
養
成
部
に
お
い
て
は
、
民
事
局
作
成
の
配

当
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
》

の
課
外
授
業
、
演
習
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

訟
廷
係
長
を
問
わ
ず
必
要
で
あ
り
、
係
長
任

命
後
、
早
い
時
期
に
統
一
的
な
研
修
を
実
施

し
て
、
そ
の
よ
う
な
基
礎
的
知
識
を
付
与
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
裁
に
よ
っ
て
は
、
自
庁
研
修
又
は
高
裁

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
の
新
任
係
長
研
修
で
、
管
理

監
督
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
付
与
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
中
央
又
は
委
嘱
に
よ
り
、
新
任

係
長
等
研
修
の
実
施
を
検
討
す
る
必
要
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
面
は
、
中
央
研
修

の
係
長
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
管

理
監
督
に
関
す
る
科
目
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
不
足
す
る
と
こ

ろ
は
、
自
庁
研
修
又
は
高
裁
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

等
＃
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。４
０
Ａ
研
修
の
実
施

金
井
企
画
調
査
部
長
当
協
議
会
の
支
部

交
流
会
な
ど
に
参
加
し
ま
す
と
、
パ
ソ
コ
ン

の
操
作
方
法
ｊ
活
用
方
法
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
要
望
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

こ
の
点
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
・

金
井
任
用
課
長
Ｏ
Ａ
機
器
の
導
入
に
伴

い
、
そ
れ
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に
、
そ
の

操
作
等
に
関
す
る
研
修
一
一
－
ズ
が
高
ま
っ
て

I

０

－

■

Ｒ

Ｅ

■

１

１

．

，

日

す
が
。
菅
原
第
一
課
長
平
成
四
年
度
ま
で
の
一

般
職
の
外
国
出
張
者
数
は
、
お
お
よ
そ
五
○

人
で
、
す
。
太
時
外
癖
溌
茄
昌
早
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、

教
室
に
パ
ソ
コ
ン
・
を
常
時
設
置
し
て
自
己
研

鎖
の
場
を
提
供
し
た
り
、
富
士
通
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
研
修
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
見
学

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
研
、

修
に
お
い
て
は
、
破
産
、
督
促
事
件
担
当
書

記
官
研
修
、
資
料
課
事
務
担
当
職
員
研
修
、

中
間
管
理
者
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

で
心
総
務
局
等
で
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
‐

今
後
と
も
、
積
極
的
に
Ｏ
Ａ
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
が
、
裁
判
所
内
部

で
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ａ
機
器
だ
け
で
も
多

種
多
様
で
あ
り
、
操
作
す
る
者
の
技
量
や
興

味
の
程
度
も
違
い
、
継
続
的
な
研
修
と
し
て

と
ら
え
、
職
場
の
一
一
ｌ
ズ
に
答
え
る
た
め
に

は
、
ど
こ
に
焦
点
を
絞
れ
ば
よ
い
か
な
ど
の

難
し
い
問
題
も
存
在
ず
る
の
で
、
具
体
的
な

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
Ｏ
Ａ
機

器
の
整
備
状
況
を
見
な
が
ら
、
関
係
各
局
と

協
議
の
上
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
蛍
す
。

５
在
外
研
究
の
実
施
状
況
と
今
後
の
方

針
等

金
井
企
画
調
査
部
長
次
に
、
書
記
官
等

の
在
外
研
究
の
実
施
状
況
及
び
帰
国
後
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
た
い
の
で
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■
・
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外
国
出
張
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

司
法
の
分
野
で
も
国
際
化
の
流
れ
が
急
速

に
拡
大
し
》
つ
つ
あ
り
、
相
互
の
国
際
交
流
が

確
実
に
増
え
、
多
く
の
問
題
が
外
国
と
の
関

係
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
裁
判
所
に
来
訪
す
る
外
国
法
曹
等
の

数
も
こ
こ
二
、
三
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
各
分
野
で
裁
判
運
営
の

改
善
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

広
く
裁
判
制
度
の
運
営
，
改
善
を
考
え
る
際

に
は
外
国
の
制
度
運
営
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
一
年
派
遣
し
て
い
る

ほ
か
八
司
法
事
情
研
究
と
し
て
欧
米
に
派
遣

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
四
年
度
に
は
新

た
に
一
般
職
の
短
期
在
外
研
究
と
し
て
中
堅

ク
ラ
ス
の
職
員
を
二
箇
月
間
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
し
ま
し
迄
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
宮
澤
基

金
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
慶
応
大
学
宮
澤
浩
一
教
授

の
創
設
さ
れ
た
基
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
及
び
総

務
庁
主
催
の
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
等

へ
、
の
参
加
に
よ
る
短
期
間
の
外
国
派
遣
も

行
っ
て
い
ま
す
。

は
、
い
わ
ゆ
る
自
庁
研
修
や
日
常
の
執
務
を

通
じ
て
行
う
職
場
研
修
の
重
要
性
が
指
摘
さ

苧

、

(菅原第一課長） （

か
ら
す
る
と
、
裁
判
所
職
員
が
、
外
国
の
司

法
制
度
を
実
際
に
見
聞
す
る
機
会
を
も
つ
こ

と
は
意
義
深
い
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
最

高
裁
と
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
制
度
を
で
き

る
か
ぎ
り
拡
充
す
る
べ
く
予
算
面
、
運
用
面

で
の
工
夫
や
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
，
れ
ま
で
司
法
事
情
研
究

の
充
実
と
い
う
こ
と
で
派
遣
人
員
増
を
行

い
、
一
般
職
の
短
期
在
外
研
究
を
新
た
に
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
こ
れ
ら

の
制
度
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
一
般
職
の

外
国
派
遣
を
更
に
拡
充
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
職
員
に
外
国
の
制
度
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
各
裁

判
運
営
の
現
場
や
司
法
行
政
運
営
の
場
面
に

お
い
て
、
良
い
意
味
で
の
刺
激
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
事
務
処
理
の
改
善
等
に
活
か
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
本
参
事
官
帰
国
後
の
任
用
と
い
う
こ

と
に
若
干
触
れ
ま
す
と
、
在
外
研
究
員
で
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
、
特
別
の
任
用
方
針
を
立

て
て
臨
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
は
一
二
人
の
方
に
、
外
国
法

曹
の
応
接
や
海
外
出
張
者
の
渡
航
手
続
等
に

関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
最
高
裁
秘
書
課
渉

外
係
、
あ
る
い
は
外
国
の
司
法
制
度
や
留
学

生
に
関
す
る
事
務
を
扱
う
最
高
裁
総
務
局
制

度
調
査
室
で
こ
れ
ら
の
仕
事
を
担
当
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
直
接
的
な
意
味
で

者
等
研
修
の
内
容
の
一
部
へ
特
に
管
理
監
督

に
関
す
曇
る
基
磯
溌
剛
な
伽
籔
減
は
惑
争
務
烏
憾
唾
長
、

(~）

I

在
外
研
究
の
知
識
輔
経
験
を
生
か
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
活
用

と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
在
外
研

究
期
間
中
に
研
さ
ん
を
積
ん
で
身
に
付
け
ら

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
国
内
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
将
来

の
裁
判
所
の
在
り
方
を
も
見
据
え
つ
つ
、
各

部
署
で
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
た
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ

も
裁
判
所
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
短
期
的

な
成
果
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
す
こ
し
長

い
目
で
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
６
民
間
企
業
委
託
研
修
の
実
施

金
井
企
画
調
査
部
長
思
い
付
き
的
な
こ

と
を
伺
っ
て
恐
縮
で
す
が
、
適
任
な
書
記
官

を
一
定
期
間
民
間
企
業
な
ど
へ
出
向
さ
せ
、

外
か
ら
裁
判
所
を
見
る
機
会
を
与
え
る
と
、

司
法
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
無
理
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
参
事
官
裁
判
所
職
員
を
民
間
に
派

遣
す
る
こ
と
は
、
公
務
員
に
不
足
し
て
い
る

意
識
や
執
務
の
見
直
し
の
機
会
と
な
り
、
ま

た
、
司
法
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
手
助
け
に
も

な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
派
遣
先
や
派
遣
期
間
な
ど

様
左
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
事
院
傘
下
の
研
修
で
は
、
異
分

野
交
流
と
い
う
こ
と
で
、
民
間
企
業
の
職
員

当
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

の
課
外
授
業
、
演
習
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

、

、
Ｊ

砂
ロ
。
、
、

甲
」
■
０
■

を
参
加
さ
・
ゼ
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
瓜
鴬

に
↑
民
間
企
業
の
班
修
に
裁
判
所
職
員
を
参

加
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
種
を
難
し
い
問
題
が

あ
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

般
職
の
外
国
出
張
者
数
は
、
お
お
よ
そ
五
○

人
で
す
。
左
齢
外
硴
臘
堀
昌
早
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、

金
井
企
画
調
査
部
長
平
成
五
年
四
月
か

ら
新
し
い
大
阪
簡
裁
及
び
名
古
屋
簡
裁
が
ス

タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
裁

判
所
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
書

記
官
事
務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ

る
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

菅
原
第
一
課
長
本
年
四
月
に
開
庁
さ
れ

た
大
阪
簡
裁
及
び
名
古
屋
簡
裁
は
、
昭
和
六

三
年
に
実
施
さ
れ
た
「
簡
易
裁
判
所
の
適
正

配
置
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
大
都
市
簡

裁
の
統
合
で
す
。

大
阪
簡
裁
は
、
従
前
の
高
地
簡
裁
合
同
庁

舎
東
側
敷
地
内
に
増
築
さ
れ
た
地
下
二
階
、

地
上
一
四
階
建
て
の
建
物
に
入
り
、
生
野
、

西
淀
川
、
阿
倍
野
の
三
つ
‐
の
簡
裁
を
統
合
し
、

大
阪
市
内
全
域
を
管
轄
す
る
、
職
員
数
一
五

○
名
程
度
の
大
規
模
簡
裁
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
‐

・
一
方
、
名
古
屋
簡
裁
は
、
高
地
簡
裁
合
同

庁
舎
南
側
の
税
務
大
学
校
跡
地
に
新
営
さ
れ

た
地
下
一
階
、
地
上
七
階
建
て
の
建
物
に
入

四
新
し
い
大
阪
簡
裁
及
び
名
古
屋
簡

裁
の
開
庁
と
そ
こ
に
お
け
る
書
記
官

事
務
の
状
況
に
つ
い
て

Ｄ
Ｃ
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り
、
愛
知
中
村
、
昭
和
の
両
簡
裁
を
統
合
し
、

名
古
屋
市
内
全
域
と
周
辺
地
域
を
管
轄
す

る
、
職
員
数
七
○
名
程
度
の
簡
裁
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
犬
阪
簡
裁
及
び
名
古
屋
簡
裁
に
お

い
て
は
、
事
務
処
理
態
勢
の
集
中
化
や
Ｏ
Ａ

機
器
の
導
入
を
行
い
、
裁
判
事
務
の
充
実
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
身
近
で
利
用
し

や
す
い
裁
判
所
を
目
指
し
て
、
受
付
態
勢
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
庁
舎
一
階
に
総
合
案
内

コ
ー
ナ
ー
及
び
手
続
案
内
ビ
デ
オ
（
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
。
受
付
相
談
等
の
た
め
に

待
っ
て
い
る
来
庁
者
等
に
対
し
、
簡
裁
の
調

停
や
訴
訟
手
続
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
も
の
。
）
を
設
置
し
、
受
付
部
門
に
で
き
る

だ
け
ベ
テ
ラ
ン
書
記
官
を
配
置
し
た
ほ
か
、

当
事
者
等
が
受
付
職
員
と
気
楽
に
相
談
で

き
、
か
つ
、
申
立
用
紙
等
の
記
入
が
容
易
に

で
き
る
よ
う
、
受
付
窓
口
を
オ
ー
プ
ン
カ
ウ

も
Ｑ
■
Ｊ
ｒ
『

ン
タ
ー
化
し
、
ま
た
、
当
事
者
が
座
っ
て
話

が
で
き
る
対
座
式
の
ロ
ー
ヵ
ウ
ン
タ
ー
を
採

用
す
る
な
ど
明
る
い
零
囲
気
作
り
と
利
用
し

や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

夜
間
の
調
停
又
は
調
停
受
付
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
態
勢
を
整
え
、
受
付
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
，

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

受
付
窓
口
は
言
わ
ば
裁
判
所
の
顔
で
あ

り
、
殊
に
簡
裁
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
全
く

の
素
人
で
あ
を
当
事
者
本
人
が
利
用
す
ゐ
溌

会
が
多
い
こ
と
雁
鑑
み
、
曹
記
官
に
お
か
れ

た
め
、
堂
捌
資
料
検
索
用
パ
ソ
ョ
ン
を
約
五

五
台
配
布
し
て
い
ま
ず
。
全
国
の
地
裁
本
庁

て
の
基
本
酌
零
な
考
え
方
は
、
淡
の
と
お
り
で
ま
し
く
、
パ
ソ
画
ソ
レ
ペ
ル
の
洋
館
ア
ッ
プ

、
□

す
。
．
↑
・

が
著
し
く
、
分
散
処
理
等
の
開
・
心
態
が
提

て
も
、
一
層
、
誠
実
か
つ
丁
寧
な
応
対
に
心

掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

新
大
阪
簡
裁
で
は
、
督
促
事
件
処
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
じ
、
事
件
処
理
の
一
層
の
迅
速

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
督
促
事
件
処
理

シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
債
権
者
に
専
用
の

用
紙
を
使
用
じ
て
支
払
命
令
の
申
立
て
を
し

て
も
ら
い
、
そ
の
申
立
て
に
関
す
る
情
報
を

Ｏ
Ｃ
Ｒ
機
（
光
学
式
文
字
読
取
装
置
）
を
使

用
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
、
そ
の
情

報
を
利
用
し
て
、
支
払
命
令
原
本
。
正
本
等

を
自
動
作
成
し
、
さ
ら
に
、
、
自
動
封
入
封
鍼

機
を
使
用
じ
て
、
送
達
文
書
ま
で
自
動
作
成

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
量
の
事

件
を
迅
速
、
か
つ
、
正
確
に
処
理
し
、
早
期

に
支
払
命
令
を
発
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
事
件
進
行
に
関
す
る
照
会
に

対
し
て
も
、
従
来
に
比
べ
、
迅
速
な
回
答
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
大
阪
簡
裁
及
び
新
名
古

屋
簡
裁
に
お
い
て
は
、
従
来
の
裁
判
所
に
見

ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
創
意
工
夫
を
も
っ

て
、
利
用
し
や
す
い
裁
判
所
へ
の
大
き
な
一

歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
平
成
六
年
（
予
算
年
度
）
に

予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
簡
裁
の
統
合
に
向
け

て
、
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
東
京
は
一
二
庁
を
一
庁
に
統
合
す
る
点

及
び
新
東
京
簡
裁
の
職
員
数
が
大
規
模
地
裁

に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な
、
も
ち
ろ
ん
、
従
前

の
簡
裁
で
は
全
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
規
模

金
井
企
画
部
調
査
長
次
囑
Ｏ
Ａ
機
器
～
し
、
更
に
配
布
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

の
活
用
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
え
て
い
ま
す
。
、

す
。
ま
ず
、
裁
判
事
務
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
化
の
こ
の
外
、
刑
事
事
件
及
び
家
事
、
少
年
事

現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
件
に
つ
い
て
も
命
事
務
処
理
の
迅
速
化
に
活

だ
さ
い
。
・
用
す
る
た
め
、
平
成
三
年
度
に
引
き
続
い
て

菅
原
第
一
課
長
実
験
的
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
配
布
し
ま
し

１
裁
判
事
務
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
化
の
現
状
た
。
こ
れ
で
、
高
裁
所
在
地
の
地
裁
本
庁
に

と
今
後
の
展
望
八
台
、
家
裁
本
庁
に
七
台
導
入
さ
れ
た
こ
と

Ⅲ
審
理
充
実
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入
に
な
り
ま
す
。
導
入
庁
で
は
有
効
に
利
用
さ

民
事
事
件
の
事
件
当
事
者
と
の
事
務
連
絡
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の

等
に
利
用
す
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
、
こ
れ
ま
利
用
状
況
等
を
十
分
に
勘
案
し
つ
つ
、
配
布

で
に
高
裁
本
庁
、
地
裁
本
庁
及
び
大
規
模
地
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
‐
て
い
き
た
い
と
考

裁
支
部
に
約
二
宝
台
、
司
法
行
政
用
と
の
え
て
い
ま
す
。

共
用
と
い
う
形
で
地
家
裁
支
部
に
約
一
九
○
な
お
、
平
成
四
年
度
に
地
家
裁
支
部
の
全

台
導
入
し
、
審
理
充
実
事
務
を
補
助
す
る
も
庁
に
共
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
配
布
さ
れ
た
こ

の
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
ま
ず
。
平
成
四
と
に
伴
い
、
調
査
官
の
配
置
の
な
い
家
裁
支

年
度
は
高
裁
本
庁
に
初
め
て
配
布
し
、
地
家
部
の
家
事
事
件
の
イ
ン
テ
ー
ク
の
た
め
、
家

裁
支
部
に
は
全
庁
に
配
布
し
た
こ
と
に
な
り
裁
事
件
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
司
法
行
政
用

ま
す
。
各
庁
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
率
的
な
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
支
部
共
用
フ
ァ
ク
シ
ミ

活
用
を
図
る
た
め
に
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
取
扱
リ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
一
層

要
領
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
事
前
準
有
効
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
も
ら
え

ノ

備
の
一
環
と
し
て
訴
訟
進
行
に
関
す
る
照
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
、
期
目
請
書
、
和
解
条
項
案
の
や
り
と
り

側
刑
事
専
件
の
鐙
刑
の
参
考
に
資
す
る

１

の
簡
裁
に
な
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
難
等
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
準
備

し
い
問
題
点
も
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
大
書
面
、
証
拠
申
出
書
等
の
送
受
信
に
も
利
用

阪
、
名
古
屋
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
東
す
る
取
扱
い
の
裁
判
所
も
増
え
、
審
理
充
実

京
高
裁
ふ
地
裁
及
び
簡
裁
の
方
滝
の
努
力
を
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

蝉
ハ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
更
に
導
入
が
進
む
こ
と
と
あ
い
藻
っ
て
、

ま
す
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
一
層
利
用
さ
れ
て
い
く
も

五
Ｏ
Ａ
機
器
の
活
用
に
つ
い
て

Ｕ
●
日
８

１
１

。
、
Ｄ
・
Ｉ
Ｉ
８
１
Ｉ
１
８
６
Ｄ
ｒ
・
Ｄ
ｌ
Ｕ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｊ
７
Ｉ
Ｉ
Ｋ
ｇ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
Ｑ
Ｉ
１
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｂ
奄
昌
■

］
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
各
庁
の
利
用
状
況
等
を
勘
案

側
調
書
作
底
用
ワ
ー
プ
ロ
は
、
既
に
、

立
会
書
記
官
（
立
会
事
務
が
業
務
の
五
○
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す
。
ま
た
、
破
産
事
件
実
験
用
、
督
促
事
件
．

実
験
用
等
の
パ
ソ
コ
ン
を
約
一
七
○
台
、
執

行
事
件
の
配
当
用
。
ハ
ソ
コ
ン
を
約
二
二
○
台
‐

配
布
し
て
い
ま
す
。

⑧
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ａ
の
開
発
状
況

ア
大
都
市
簡
裁
督
促
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ー
ム
製
造
、
総
合
試
験
、
総
合
運

転
試
験
等
を
経
て
、
こ
の
四
月
一
日
か
ら
集

約
さ
れ
た
大
阪
簡
裁
に
お
い
て
運
用
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

新
東
京
簡
裁
の
完
成
時
に
は
同
簡
裁
に
も

導
入
す
る
予
定
で
す
。

イ
不
動
産
執
行
事
件
処
理
シ
ス
テ
ム

業
務
分
析
、
基
本
設
計
、
詳
細
設
計
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
を
終
え
て
今
年
度
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
製
造
の
段
階
に
入
．
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
ゥ
少
年
事
件
前
歴
検
索
シ
ス
テ
ム

千
葉
、
浦
和
、
神
戸
、
横
浜
家
裁
及
び
名

古
屋
家
裁
で
実
験
中
で
す
。
実
験
の
経
過
と

し
て
は
非
常
に
好
評
で
あ
り
、
平
成
四
年
度

に
実
験
庁
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
部
改
良
を
行
い
、
文
書
作
成
等
に
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

順
次
導
入
庁
の
拡
大
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

側
今
後
の
導
入
計
画

ア
今
後
の
Ｏ
Ａ
機
器
導
入
計
画
に
つ
い

た
め
、
量
刑
資
料
検
索
用
パ
ソ
ョ
ソ
．
を
約
五

五
台
配
布
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
地
裁
本
庁

に
は
す
べ
て
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

の
素
人
で
あ
る
当
事
者
本
人
ガ
荊
斥
す
そ
構

会
が
多
い
こ
と
に
鑑
・
み
、
書
記
官
に
お
か
れ

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

等
の
単
体
の
Ｏ
Ａ
機
器
を
、
言
わ
ば
個
別
的

な
事
務
処
理
の
能
率
化
を
図
る
た
め
に
各
職

場
に
配
布
す
る
形
態
を
中
心
と
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
Ｏ
Ａ
化
と

い
う
の
は
、
単
に
便
利
な
機
械
を
従
来
の
事

務
の
中
に
導
入
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
務

処
理
の
方
法
を
見
直
し
、
職
場
全
体
の
事
務

を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ

り
、
事
務
に
よ
っ
て
は
、
一
連
の
事
務
処
理

の
流
れ
全
体
を
検
討
し
て
Ｏ
Ａ
化
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
ず
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
受
付
か
ら
保
存
ま
で
の
一
貫
的
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
大
都
市
簡
裁
督
促
シ
ス
テ
ム

や
不
動
産
執
行
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
に
向
け

て
作
業
を
継
続
し
、
こ
の
四
月
一
日
に
は
大

阪
簡
裁
に
お
い
て
大
都
市
簡
裁
督
促
シ
ス
テ

ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
大

規
模
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
は
種
☆
の
困
難
が

生
ず
る
こ
と
で
も
あ
り
、
開
発
し
て
き
た
こ

れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
等
の
運
用
状
況
や
そ
の
成

果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
必
要
な
総
合
的
Ｏ
‐

Ａ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

．
民
事
事
件
等
の
訟
廷
事
務
は
、
総
合
的
な

シ
ス
テ
ム
に
適
し
た
分
野
で
あ
り
、
種
な
の

形
態
の
シ
ス
テ
ム
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

近
時
、
Ｏ
Ａ
機
器
は
技
術
の
革
新
が
目
覚

て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
裁
判
事
務
の
部
門
に
お
い
て
は
、
当
面
は
、

に
命
哨
匝
圭
闇
句
了
Ｚ
ｊ
Ｚ
－
ｆ
ｊ
、
ｆ
・
男
．
／
戸
ｆ
全
目

伊

の
簡
裁
で
は
全
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
規
摸

戸~．、、

ノ

／

ま
．
し
そ
、
、
パ
ソ
ョ
ソ
レ
・
ベ
ル
の
性
能
ア
シ
、
フ

が
著
し
く
、
分
散
処
理
等
の
開
発
形
態
が
提

唱
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

卜
邨
Ｖ
グ
Ｕ
一
調
と
ｆ
１
１
‐
」
ミ
ニ
陰
昌
『
Ｆ
、
写
Ｊ
ノ
４
０
１
１
ド
ト
ト
．
・
・
Ｉ
ｊ

会
、
期
日
請
書
、
和
解
雨
条
項
案
の
や
り
と
り

よ
う
な
技
術
動
向
も
十
分
踏
ま
え
て
今
後
の

開
発
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｌ

イ
Ｏ
Ａ
機
器
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て

現
在
統
一
的
な
研
修
は
行
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
各
種
Ｏ
Ａ
機
器
の
配
布
の
拡
大
に
伴

い
、
基
本
的
な
機
器
操
作
や
情
報
処
理
の
基

本
的
な
考
え
方
等
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う

こ
と
・
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
す
の
官
関

係
部
局
と
も
相
談
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
職
場
に
お
け
る

研
修
も
効
率
的
な
研
修
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
か
ら
、
Ｏ
Ａ
機
器
を
導
入
し
た
場
合
に

は
、
担
当
者
が
交
代
す
る
際
に
、
十
分
な
引

継
ぎ
及
び
指
導
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

２
，
調
書
作
成
用
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
現
状
と

今
後
の
展
望

金
井
企
画
調
査
部
長
と
こ
ろ
で
、
現
在
、

書
記
官
二
人
に
一
台
の
割
合
で
ワ
ー
プ
ロ
が

配
布
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
へ
職
場
の
状

況
を
見
ま
す
と
、
相
当
数
の
書
記
官
が
私
物

の
ワ
ー
●
プ
ロ
を
用
い
て
調
書
を
作
成
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
調
書
作
成
用
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
現

状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
。

菅
原
第
一
課
長 1

′ 、

、_.ノ

仙
謂
蟹
置
作
鴎
豚
田
ル
ワ
ー
，
ブ
戸
憾
，
》
聯
雁
，

立
会
書
記
官
（
立
会
事
務
が
業
務
の
五
Ｏ

パ
ー
セ
ソ
ド
を
超
え
る
書
記
官
）
二
人
に
一

台
の
割
合
を
目
処
と
し
て
約
一
九
○
○
台
配

布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
約
四
五

○
台
余
り
は
、
裁
判
書
作
成
の
補
助
用
と
し

て
も
利
用
す
る
も
の
で
す
。
調
書
作
成
用

ワ
ー
プ
ロ
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
基
準
に
よ

る
計
画
配
布
が
一
応
終
了
し
ま
し
た
が
、
当

初
配
布
し
た
ワ
ー
プ
ロ
等
に
つ
い
て
更
新
時

期
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
更
新
す
べ

き
機
器
に
つ
い
て
、
配
布
機
種
、
性
能
、
配

布
形
態
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
今
後
の
ワ
ー
プ
ロ
配
布
に
つ
い
て
、

機
器
の
有
効
活
用
と
い
う
面
か
ら
ゑ
て
も
す

べ
て
の
書
記
官
一
人
に
一
台
、
個
人
貸
与
と

い
う
形
で
配
布
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し

か
し
、
現
在
の
状
況
で
十
分
で
あ
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
唐
記
官
が
使
用
す
る

ワ
ー
プ
ロ
に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理
の
効
率

化
、
仕
事
の
し
や
す
い
執
務
環
境
の
整
備
と

い
う
観
点
か
ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
機
器

の
整
備
を
考
え
て
い
き
た
い
と
き
え
て
い
ま

す
。
更
新
時
期
の
到
来
に
合
わ
せ
、
予
算
の

状
況
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
配
布
の
拡
大
、
配

布
機
種
、
補
助
用
ワ
ー
プ
ロ
等
に
つ
い
て
の

互
換
性
の
確
保
等
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
各
種
調
書
の
様
式
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
ソ
フ
ト
面
で
の
手
当

口
頭
弁
論
調
書
等
各
種
の
調
書
に
つ
い
て

(2)

刑
事
窺
件
の
量
刑
の
参
考
に
資
す
る

１
１

‐ ‐‐ 1
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当
事
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一

の
よ
う
な
機
器
が
適
し
て
い
る
か
、
な
お
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
等
の
Ｏ
Ａ
機
器
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
適
す
る
機
器
を
配
布

し
て
お
り
、
予
算
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
、
各

部
署
に
お
い
て
、
統
一
的
に
使
用
で
き
る
機

器
を
配
布
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
個
別
の
機
器
の
配
布
が
相
当
数
に
上
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
統
一
的
な
利
用

を
含
め
、
そ
の
有
効
な
利
用
形
態
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
，

は
、
平
成
元
年
度
に
ワ
ー
プ
↓
ロ
実
験
で
の
成

果
を
踏
ま
え
て
、
ワ
ー
プ
ロ
で
比
較
的
容
易

に
作
成
し
得
る
よ
う
な
雷
式
及
び
紙
質
の
用

紙
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
調
書
用
の
辞

書
の
開
発
や
、
調
書
作
成
用
の
ソ
フ
ト
の
開

発
は
、
種
食
の
問
題
に
つ
い
て
相
当
検
討
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
直
ち
に

は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ｐ
・

な
お
、
紙
質
等
の
改
良
に
つ
い
て
は
今
後

も
更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
側
Ｏ
Ａ
機
器
の
統
合
化
に
つ
い
て

補
助
用
ワ
ー
プ
ロ
、
書
記
官
調
書
用
ワ
ー

プ
ロ
等
の
互
換
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ど

六
書
記
官
事
務
等
を
め
ぐ
る
最
近
の

動
向
に
つ
い
て
、

ｒ

０

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

金

狩

企

画

鬮

賓

毎

部

長

そ

れ

で

は

‘

書

記

Ｂ
Ｕ
Ｃ
４
Ｇ
ｌ
■
■
ｇ
９
ｆ
Ｂ
ｐ
Ｅ
Ｂ
・
９
０
０
■
８
９
台
Ｕ
０
４
●
４
１
口
５
町
ｌ
Ｐ

』

－

平
成
二
年
七
月
に
、
法
制
審
議
会
民
事
訴
努
力
し
・
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訟
法
部
会
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
手
続
の
見
な
お
、
平
成
五
年
四
月
に
、
不
動
産
登
記

直
し
を
今
後
の
審
議
事
項
と
す
る
こ
と
が
決
‐
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
ま

定
さ
れ
て
か
ら
、
早
三
年
近
く
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
予
告
登
記

し
た
。
そ
の
間
、
平
成
三
年
一
二
月
に
、
見
及
び
そ
の
抹
消
に
関
す
る
嘱
託
が
書
記
官
の

直
し
の
対
象
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
「
民
事
権
限
に
な
り
ま
し
た
。
書
記
官
権
限
の
拡
大

訴
訟
手
続
に
関
す
る
検
討
事
項
」
が
策
定
さ
§
と
い
う
点
で
、
民
事
訴
訟
法
改
正
の
先
駆
け

れ
、
各
界
に
意
見
照
会
を
行
っ
た
上
、
そ
の
～
的
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

意
見
を
踏
ま
え
て
、
平
成
四
年
六
月
か
ら
、
て
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

改
正
要
綱
試
案
作
成
に
向
け
て
の
審
議
が
開
ま
た
、
平
成
五
年
度
の
高
裁
管
内
別
民
事

始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
一
読
会
と
し
事
件
担
当
裁
判
官
協
議
会
に
お
い
て
は
、
民

て
、
準
備
会
が
九
回
、
小
委
員
会
が
八
回
開
事
訴
訟
法
の
改
正
に
関
し
考
慮
す
べ
き
事
項

催
さ
れ
、
平
成
五
年
四
月
に
そ
の
審
議
状
況
を
協
議
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
‐
さ
ら
に
、

を
民
事
訴
訟
法
部
会
に
報
告
し
た
上
、
五
月
そ
の
前
日
に
学
者
と
弁
護
王
の
参
加
を
得
た

か
ら
は
第
二
読
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
民
事
訴
訟
法
改
正
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
催

今
後
の
改
正
作
業
の
予
定
と
し
て
は
、
第
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
の

臺
読
会
ま
で
行
っ
た
上
、
平
成
五
年
一
二
月
試
承
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
事
務
等
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
、
総
務
局
の
服
部
課
長
か
ら
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部
第
二
・
第
三
課
長

１
民
事
訴
訟
法
の
改
正
と
書
記
官
の
審

理
充
実
事
務

行
う
こ
と
の
重
蕊
沙
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

守
胸
、
訓
郡
』
侍
匡
牛
恥
“
時
局
Ｌ
十
Ｆ
一
．
芯
、
、
〆
」
手
よ
、
畠
一
八
〆
Ｆ
尖

Ｊ一服く

の
‘
民
事
訴
訟
法
の
改
正

護
人
に
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
｝
・
す
。
弁

隻
凡
こ
ｋ
っ
て
ま
、
食
匡
示
雪
．
こ
・
菌
＄
し
睡
余

こ
ろ
に
「
改
正
要
綱
試
案
」
を
策
定
し
、
再

度
、
各
界
に
意
見
照
会
を
行
い
、
平
成
七
年

秋
こ
ろ
に
は
、
法
制
審
議
会
総
会
で
「
改
正

要
綱
」
を
決
定
し
、
答
申
す
る
こ
と
を
一
応

の
目
標
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

書
記
官
事
務
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て

は
、
現
在
、
送
達
手
続
の
見
直
し
、
書
記
官

権
限
の
拡
大
（
督
促
手
続
、
公
示
送
達
へ
訴

訟
費
用
額
の
確
定
等
）
、
調
書
の
記
載
の
省
略

等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

総
務
局
と
し
て
は
、
書
記
官
の
意
見
が
民
事

訴
訟
法
の
改
正
作
業
に
十
分
に
反
映
さ
れ
、

書
記
官
に
と
っ
て
望
蓄
し
い
形
の
法
改
正
が

実
現
す
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き

卜

Ｉ
ｊ
Ｉ
３
６
１
７
ｊ
Ｉ
ｌ
ｒ
９
ｂ
凸
口
■
■
■
■
底
■
■
ｇ
Ｄ
９
Ｂ
Ｒ
ｇ

す
る
こ
と
が
可
能
・
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
刑

事
訴
訟
事
牛
は
減
少
頃
可
に
あ
り
ま
す
が
、

解
見
込
型
、
弁
論
進
行
型
）
、
③
提
訴
か
ら
一

箇
月
以
内
の
第
一
回
期
日
の
指
定
、
④
期
日

間
準
備
の
充
実
（
両
当
事
者
の
同
意
を
前
提

に
、
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
弁
論
兼
和
解
期

日
の
活
用
、
期
日
の
一
週
間
前
の
準
備
書
面

の
提
出
等
）
、
⑤
弁
論
終
結
の
翌
月
末
日
ま

で
、
で
き
れ
ば
一
箇
月
以
内
の
判
決
言
渡
し

等
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
た
弁
護
士
が
同
意
し
た
場
合
に
限
っ
て

新
方
式
で
審
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
事
件
確
定
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
新
方
式
を
検
証
し
て
い
く

＃

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
運
営
改
善
の
動
き
の
中
で
、

書
記
官
の
行
う
審
理
充
実
事
務
の
重
要
性
が

一
層
増
し
て
き
て
・
か
る
こ
と
職
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
官
は
争
点
で
事
件
を
記

③
書
記
官
の
審
理
充
実
事
務

民
事
訴
訟
の
運
営
改
善
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
多
く
の
裁
判
所
で
、
審
理
充
実
方
策
に

関
す
る
実
施
要
領
が
作
成
さ
れ
、
弁
護
士
会

と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
福
岡
地
裁
で
は
、
裁
判
所

と
弁
護
士
会
が
協
議
の
結
果
、
平
成
五
年
一

月
か
ら
、
「
福
岡
地
方
裁
判
所
審
理
方
式
」
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
方
式
は
、
提

訴
後
一
年
以
内
の
判
決
言
渡
し
を
目
標
に
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
①
訴
状
提
出

時
に
お
け
る
事
情
説
明
表
と
基
本
的
書
証
の

添
付
、
②
審
理
開
始
前
に
お
け
る
事
件
の
振

り
分
け
（
欠
席
判
決
型
、
公
示
送
達
型
、
和

１

１

１

１
１
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憶
し
、
書
記
官
は
当
事
者
名
で
事
件
を
記
憶

し
て
い
る
な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
裁

判
官
と
書
記
官
が
、
事
件
の
争
点
等
に
つ
い

て
の
緊
密
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
正
に
．

体
と
な
っ
て
訴
訟
の
運
営
に
当
た
る
」
（
平
成

四
年
の
最
高
裁
判
所
長
官
訓
示
）
こ
と
が
必

要
で
す
。
実
施
要
領
の
作
成
自
体
が
目
的
で

は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
務
に
生
か

し
、
状
況
に
応
じ
た
弾
力
的
な
運
用
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
、

集
中
証
拠
調
べ
の
実
施
が
重
要
な
課
題
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
点

は
、
裁
判
官
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
で
あ
り
ま
す
が
、
書
記
官
に
お
い

て
も
、
こ
れ
に
消
極
的
な
姿
勢
を
取
る
の
で

は
な
く
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
五
年
度
の
民
事
首
席
書
記
官

協
議
会
に
お
い
て
も
、
書
記
官
の
審
理
充
実

事
務
を
協
議
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

２
刑
事
事
件
に
お
け
る
書
記
官
の
事
前

準
備

平
成
四
年
度
に
は
、
昭
和
五
九
年
以
来
八

年
振
り
に
刑
事
首
席
書
記
官
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
書
記
官
の
事
前

準
備
を
テ
ー
マ
と
し
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
前
述
の
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
事
件
に
お
い

て
は
、
書
記
官
が
裁
判
官
と
一
体
と
な
っ
て

審
理
の
充
実
の
た
め
に
種
会
の
事
前
準
備
を

－

１
１
１

金
井
企
一
凹
噸
翌
宜
部
長
そ
れ
で
は
、
書
記

園
債
に
ご
し
て

１
１
１
１

、

■

■

、

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｂ

■

■

■

■

ａ

■

■

■

■

■

■

■

巳

■

■

毎

■

●

０

１

日

ｒ

●

■

Ｋ

一

■

■

・
官
■
■
・
■
Ｋ
■

則
で
明
文
化
さ
れ
、
先
人
の
努
力
の
末
に
、

実
務
的
に
も
確
立
さ
れ
た
慣
行
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
、
書

記
官
の
大
量
退
職
の
影
響
に
よ
り
、
書
記
官

の
行
う
事
前
準
備
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性

の
認
識
や
具
体
的
な
メ
ウ
〈
ウ
が
後
輩
書
記

官
に
必
ず
し
も
十
分
に
受
け
継
が
れ
て
お
ら

ず
、
事
件
数
の
減
少
等
も
あ
い
ま
っ
て
や
事

前
準
備
に
関
す
る
問
題
意
識
が
薄
れ
、
事
前

準
備
が
単
な
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
と
し
て

形
式
的
に
行
わ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
有
効
に

機
能
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
て
、
今
一
度
、

事
前
準
備
の
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
の
重
要

性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
第
一
回

公
判
期
日
の
前
日
に
弁
護
人
に
証
拠
書
類
等

の
同
意
・
不
同
意
の
予
定
を
聴
取
し
て
い
る

の
で
、
事
前
準
備
は
行
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
書
記
官
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
刑
事
訴
訟
規
則
に
、
弁
護
人
が
検
察
官

に
証
拠
書
類
等
の
同
意
。
不
同
意
の
予
定
を

通
知
す
る
こ
と
を
当
事
者
の
事
前
準
備
と
し

て
考
え
て
い
る
．
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ

う
に
促
す
こ
と
が
書
記
官
の
役
割
で
あ
る
と

定
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
書
記
官
が

予
定
を
聴
取
し
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
そ
れ
を
検
察
官
に
通
知
す
る
よ
う
に
弁

行
う
こ
と
の
重
要
性
が
猫
調
さ
れ
て

が
、
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
い
て
は
、

う
な
書
記
官
の
役
割
ば
、
既
に
刑
事

今
後
の
改
正
作
業
の
予
定
と
し
て

三
読
会
ま
で
行
っ
た
上
、
平
成
五
年

/・~へ、
ミ ノ

い
ま
す

こ
の
よ

訴
訟
規

は
、
第

一
二
月

が
希
薄
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
通
常
の
事
件

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
慣
行
を
積
承
重
ね
て

い
く
こ
と
が
、
複
雑
困
難
な
事
件
が
係
属
し

た
場
合
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

第
一
回
公
判
期
旧
の
前
日
に
な
っ
て
初
め
て

弁
護
人
に
事
前
準
備
の
進
行
状
況
を
問
い
合

わ
せ
て
い
た
の
で
は
、
事
前
準
備
が
不
十
分

で
あ
っ
た
り
、
検
察
側
の
在
廷
証
人
の
準
備

が
必
要
な
場
合
に
は
手
遅
れ
で
す
。
事
前
準

備
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
、
適
当
な
時
期
に

問
い
合
わ
せ
、
第
一
回
公
判
期
目
の
前
日
に

も
再
度
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
業

務
上
過
失
致
死
傷
事
件
で
、
公
判
期
日
に
弁

護
人
か
ら
示
談
書
等
の
証
拠
調
請
求
が
さ

れ
、
そ
れ
を
初
め
て
見
た
検
察
官
が
同
意
・

不
同
意
の
意
見
を
言
え
な
い
た
め
、
期
日
が

一
回
延
び
る
と
い
う
事
例
が
時
折
見
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
書
記
官
に

も
事
前
準
備
不
十
分
の
責
任
が
大
い
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

事
前
準
備
は
、
自
白
事
件
を
含
む
す
べ
て

の
事
件
に
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
・
日
ご

ろ
か
ら
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
裁
判
官
と
よ

く
打
合
せ
を
行
う
な
ど
裁
判
官
と
十
分
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
道
な
実
績
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、
複
雑
困
難

な
事
件
が
係
属
し
た
場
合
に
適
切
な
対
応
を

護
人
に
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
弁

護
人
に
よ
っ
て
は
、
検
察
官
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
意
識

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
の

試
承
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

、
ノ
ー

ｆ
ｏ
ｆ
ｏ
Ｉ
』

す
る
こ
と
が
可
能
腱
な
り
ま
す
唾
現
在
、
茶

事
訴
訟
事
件
朧
減
少
順
向
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
比
較
的
余
裕
の
あ
る
時
期
に
こ

一
層
増
し
て
き
て
心
る
こ
と
侭
言
う
ｆ
で
も

あ
り
ま
せ
ん
．
。
裁
判
官
は
争
点
で
富
件
を
記

そ
、
事
前
準
備
の
在
り
方
を
見
直
し
、
新
た

な
視
点
か
ら
、
現
在
の
刑
事
裁
判
に
ふ
さ
わ

し
岬
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
多
数
の
外
国
人
被
告
事
件
が
係
属

し
た
こ
と
か
ら
、
刑
事
部
が
一
丸
と
な
わ
て

事
前
準
備
に
取
り
組
み
、
円
滑
な
訴
訟
進
行

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
例
が
協
議

会
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、

書
記
官
が
、
裁
判
官
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
適
切
な
役
割
分
担
を
行
い
、
積
極
的

に
事
前
準
備
を
行
う
こ
と
は
、
審
理
を
充
実

さ
せ
、
刑
事
裁
判
の
活
性
化
を
図
る
上
で
極

め
て
重
要
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

３
／
少
年
事
件
に
お
け
る
書
記
官
の
役
割

平
成
五
年
一
月
に
、
高
裁
所
在
地
の
家
裁

の
少
年
首
席
書
記
官
及
び
首
席
書
記
官
八
名

を
最
高
裁
に
集
め
て
少
年
首
席
書
記
官
事
務

打
合
せ
が
開
催
さ
れ
、
少
年
事
件
の
処
理
に

関
し
書
記
官
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
テ
ー
マ

と
し
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

首
席
書
記
官
が
当
日
の
協
議
結
課
を
持
ち
帰

り
、
各
高
裁
で
少
年
首
席
書
記
官
事
務
打
合

せ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
少
年
事
件
担
当
書
記
官
の
現

状
に
つ
‐
い
て
、
書
記
官
の
中
に
は
意
欲
に
乏

し
い
者
も
い
て
、
沈
滞
ム
ー
ド
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
問
題
提
起
が
さ
れ
、
ま
た
、
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の
性
質
を
考
慮
し
、
猿
証
調
書
を
作
成
す
る
善
に
つ
い
て
は
、
肪
局
と
し
て
も
種
々
検
配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
あ
く

、

■

』

、

■

。
。
。
Ｄ
■
●
。
■
。
』
、
』
Ｌ
由
凸
■
Ｇ
″

「
少
年
事
件
で
は
、
裁
判
官
へ
書
記
官
、
調
査

官
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
と
い
う
状
況
に
な
く
、
む
し
ろ
裁
判
官
と

調
査
官
で
仕
事
を
し
て
い
る
感
す
ら
あ
る
。
」

と
の
辛
ら
つ
な
感
想
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

他
方
に
お
い
て
、
積
極
的
に
記
録
を
検
討
し
、

必
要
に
応
じ
て
自
主
的
に
関
係
機
関
と
連
絡

折
衝
を
す
る
な
ど
、
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
書
記
官
が
い
る
こ
と
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
を
基
に
、

少
年
事
件
担
当
書
記
官
の
あ
る
べ
き
姿
や
裁

判
官
に
対
す
る
補
佐
的
役
割
の
充
実
強
化
等

に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幾
つ
か
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
と
、
①
記

録
が
な
い
の
で
進
行
管
理
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
事
前
点
検
の
際
に
、
必

要
事
項
を
メ
モ
す
る
な
り
、
必
要
部
分
の
コ

ピ
ー
を
取
っ
て
お
く
な
ど
す
れ
ば
、
記
録
が

調
査
官
の
下
に
行
っ
て
い
て
も
進
行
管
理
を

十
分
に
行
え
る
の
で
は
な
い
か
、
②
少
な
く

と
も
否
認
事
件
や
身
柄
事
件
に
つ
い
て
は
、

書
記
官
が
十
分
に
記
録
を
読
む
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
事
前
点
検
で
十
分
に
読
む
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
記
録
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
き
、
必
要
な
と
き
に
調
査
官
か
ら

記
録
の
一
時
返
還
を
受
け
る
か
、
調
査
官
室

で
記
録
を
読
む
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
、

③
争
点
の
整
理
（
例
え
ば
、
少
年
と
被
害
者

と
の
供
述
の
不
一
致
点
、
あ
る
い
は
逆
に
共

犯
詣
壕
齢
韮
窄
に
お
け
る
供
祁
言
か
合
い
す
ぎ
る
等

の
僧
握
卿
）
を
一
打
っ
て
埜
珊
判
官
四
に
趨
犀
街
し
、
審

Ｑ
ｂ
ｄ
８
９
０
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＆
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０
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６
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０
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１
１

６
１
８
１
町
０
０
日
６
１

理
計
画
の
立
案
、
証
拠
調
べ
の
打
合
せ
等
を

行
う
こ
と
も
、
書
記
官
の
重
要
な
仕
事
で
は

な
い
な
④
移
送
や
回
付
に
関
す
る
調
査
は
、

保
護
者
に
電
話
で
確
認
し
た
り
す
る
程
度
の

こ
と
で
あ
れ
ば
、
書
記
官
が
分
担
し
た
方
が

よ
く
、
ま
た
、
余
罪
送
致
の
時
期
等
の
照
会

は
、
記
録
受
理
の
段
階
で
余
罪
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
書
記
官
が
捜

査
機
関
に
対
し
て
行
う
べ
き
で
低
な
い
か
、

⑤
家
裁
で
は
、
職
員
全
員
が
家
裁
の
役
割
を

自
覚
し
た
上
で
仕
事
に
臨
む
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
調
査
官
だ
け
が
家
裁
の
福
祉
・
後
見

的
機
能
を
分
担
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

書
記
官
を
含
む
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
こ
の
機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
例
え
ば
、
調
査
官
が
審
判
に
立
ち

会
っ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
書
記
官
が
少
年

に
対
し
て
手
続
を
説
明
し
た
り
、
決
定
言
渡

後
の
説
示
的
な
こ
と
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
⑥

多
く
の
人
の
前
で
話
す
こ
と
は
書
記
官
に

と
っ
て
も
勉
強
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
書
記

官
が
法
律
的
な
側
面
か
ら
交
通
事
件
（
集
団

処
理
）
の
講
習
を
担
当
す
る
こ
と
も
十
分
に

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
⑦
事
件
処
理

要
領
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
書
記
官

が
行
う
べ
き
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
少
年
事
件
担
当
書
記
官
と
し
て

は
、
－
，
人
一
人
が
積
極
的
に
そ
の
職
務
の
範

囲
を
広
げ
て
い
く
努
力
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
等
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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Ｆ
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６
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ｄ
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Ｈ
０
Ｏ
』

０

■

４

０
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４

■
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■

な
お
、
最
近
、
書
研
と
調
研
と
の
交
流
が

深
め
ら
れ
て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
な
く

な
っ
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
裁

判
所
に
お
い
て
も
、
職
種
間
の
壁
を
取
り
払

い
、
書
記
官
と
調
査
官
が
緊
密
な
連
携
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
少
年
事

件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
、
書
記
官
、
調
査

官
の
三
者
が
正
に
一
体
と
な
っ
て
仕
事
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
少
年
事
件
担
当

書
記
官
が
、
調
査
官
か
ら
の
協
力
を
得
た
上

で
、
裁
判
官
や
首
席
書
記
官
等
と
相
談
す
る

な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
、
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

４
勤
務
時
間
の
短
縮
と
書
記
官
事
務
の

改
善

最
近
の
勤
務
時
間
短
縮
の
動
き
に
伴
う
事

務
改
善
に
つ
い
て
は
、
報
告
事
務
の
削
減
そ

の
他
種
々
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
書
記
官
事
務
に
つ
い
て
も
、
不
必
要

な
事
務
の
見
直
し
や
合
理
的
で
な
い
事
務
処
ク

理
方
法
の
改
善
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
ま
す
。

日
記
簿
へ
の
登
載
に
つ
い
て
ば
、
従
前
は

す
べ
て
の
書
類
を
一
律
に
登
載
す
る
取
扱
い

で
し
た
が
、
平
成
四
年
八
月
に
受
付
分
配
通

達
を
改
正
し
、
重
要
な
書
類
は
確
実
に
登
載

し
、
そ
の
余
の
書
類
は
登
載
し
な
い
で
済
ま

せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
庁
で
そ
の
実
情
に
応

じ
た
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ょ
う
に
改

め
ま
し
た
。

総
務
局

、
〃
』
Ｉ
』
さ
。
』 １

１
１

訴
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
書
記
官
実
務

研
究
の
テ
ー
マ
と
し
・
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う

よ
う
書
研
に
お
願
い
し
、
そ
の
成
果
が
、
平

成
四
年
七
月
に
、
平
成
三
年
度
書
記
官
実
務

研
究
「
訴
額
算
定
に
関
す
る
書
記
官
事
務
の

研
究
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研

究
は
、
「
事
件
受
理
時
に
書
記
官
が
行
う
訴
額

算
定
事
務
の
基
準
は
、
で
き
る
だ
け
簡
便
で
、

か
つ
、
画
壽
的
な
処
理
を
可
能
に
す
る
も
の

が
望
ま
し
い
」
と
い
う
立
場
か
ら
検
討
が
さ

れ
て
お
り
、
訴
え
の
類
型
に
従
っ
て
基
準
を

細
分
化
し
、
特
殊
な
事
例
に
つ
い
て
の
基
準

も
数
多
く
登
載
し
て
い
る
の
で
詞
実
務
に
お

け
る
訴
額
算
定
の
指
針
と
し
て
、
迅
速
か
つ

的
確
な
受
付
事
務
を
行
う
上
で
大
い
に
役
立

つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

刑
事
事
件
の
証
拠
等
関
係
カ
ー
ド
の
加
削

字
数
の
記
載
に
つ
い
て
、
省
略
し
て
も
差
し

支
え
な
い
と
の
見
解
を
示
す
こ
と
に
し
た
の

も
、
事
務
改
善
等
の
観
点
を
考
慮
し
た
も
の

で
す
。
能
率
器
具
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
検
証
用

補
助
機
器
と
し
て
ビ
デ
オ
ヵ
メ
ラ
の
配
布
を

開
始
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
用
す

る
際
の
留
意
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
資
料

「
検
証
等
に
お
け
る
ピ
デ
オ
ヵ
メ
ラ
の
活
用

に
つ
い
、
て
」
を
作
成
し
、
各
庁
に
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
蚕
す
。

従
来
、
検
証
調
書
作
成
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
民
事
事
件
に
お
い
て
は
、
事
案

一
人
④
書
記
官
や
事
聯
官
の
ち
ょ
っ
と
し

昌
１
１
ら
う
、
ソ
寄
脚
、
ノ
邑
莞
失
い
フ
詞
司
冒
藍
十
脾
卜
匡
ヤ
ジ
や
）
且
”
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一
簾
灘
謹
灘
崎
謝
卸
瀦
潔
附
議
霊
塞
蕊
頃
一

一
跨
認
鴻
哨
棚
で
鋪
剛
艫
灘
騨
皐
鋪
匪
蔀
懸
伽
灘
胴
誌
收
鶏
鷆
《

る
と
い
う
事
実
上
の
検
証
が
行
わ
れ
た
り
し
各
人
が
、
他
の
書
記
官
の
工
夫
例
を
参
考
に

一
鐸
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
必
要
、
す
る
な
ど
し
て
、
自
ら
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
一

一
霊
に
応
じ
て
ビ
デ
ォ
ヵ
メ
ラ
を
活
用
し
、
検
証
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
一

調
書
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
「
検
証
の
結
果
は
い
ま
ず
。

室
す
べ
て
引
用
す
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
と
お
５
速
記
問
題
の
検
討

室
り
」
と
し
て
ビ
デ
オ
テ
ー
。
フ
を
引
用
す
る
こ
御
承
知
の
よ
う
に
、
現
在
、
技
術
革
新
が

と
に
す
れ
ば
、
検
証
調
書
を
容
易
に
作
成
す
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
各
社
と
も
自
動
翻
訳

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
簡
単
な
検
証
そ
の
他
Ｏ
Ａ
の
分
野
で
研
究
開
発
を
競
っ
て

調
書
で
も
、
記
録
上
何
も
な
い
よ
り
は
、
へ
い
る
状
況
に
あ
り
、
将
来
的
に
は
、
例
え
ば
、

二
、
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
音
声
入
力
ワ
ー
プ
ロ
そ
の
他
供
述
録
取
の
方
”

の
よ
う
な
検
証
調
書
を
決
し
て
手
抜
き
と
評
法
を
大
き
く
変
革
す
る
よ
う
な
機
器
が
開
発

価
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
発
想
の
転
換
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
‐

‐
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
、
平
成
八
年
度
‐

ま
た
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
検
証
調
書
に
引
末
か
ら
始
ま
る
速
記
官
の
大
量
退
職
の
問
題

一
一
用
し
な
い
ま
で
も
、
ビ
デ
オ
ヵ
メ
ラ
は
、
①
が
あ
り
ま
す
。

検
証
調
書
作
成
の
補
助
機
器
と
し
て
活
用
し
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
ま

た
り
、
②
後
日
、
そ
の
映
像
を
見
な
が
ら
和
す
と
、
速
記
問
題
に
‐
つ
い
て
、
中
長
期
的
な

解
や
調
停
を
行
っ
た
り
、
③
大
規
模
な
破
産
視
点
に
立
っ
て
総
合
的
、
多
角
的
に
検
討
す

事
件
で
封
印
執
行
調
書
の
作
成
に
役
立
て
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

り
と
、
様
之
な
場
面
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
事
務
総
局
内
に
速
記
官
も
入
っ
て
も
ら
い
、

き
ま
す
。
‐
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
配
布
さ
れ
て
い
一
緒
に
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
・

ご
な
い
庁
に
お
い
・
て
も
、
高
裁
か
ら
借
り
受
け
る
と
考
え
た
次
第
で
す
。
従
来
、
速
記
問
題

室
”
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
大
い
に
つ
い
て
は
、
言
わ
ば
裁
判
官
と
書
記
官
だ

｜
一
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
け
で
検
討
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
一
そ
の
他
、
書
記
官
事
務
の
改
善
の
関
係
で
事
柄
の
性
質
上
、
速
記
官
に
も
検
討
に
加

誇
は
、
パ
ー
フ
ォ
レ
ー
タ
の
使
用
範
囲
の
拡
大
、
わ
っ
て
も
ら
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て

一
一
座
の
り
付
け
製
本
さ
れ
た
民
事
の
判
決
正
。
謄
い
る
わ
け
で
す
。

｜
｜
Ⅳ
、
本
の
契
印
の
省
略
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ぉ
具
体
的
に
は
、
平
成
五
年
六
月
一
日
付
け

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
書
記
官
事
務
の
改
で
、
速
記
官
二
名
が
総
務
局
（
第
三
課
）
に

■
ｎ
》

配 じ

金
井
企
画
調
査
部
長
次
に
、
書
記
官
事

務
の
過
誤
事
例
等
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
、
そ

の
防
止
策
に
つ
い
て
も
御
教
示
い
た
だ
け
れ

‐
ぱ
幸
い
で
す
。

‐
坂
井
参
事
官
平
成
三
年
以
降
、
職
員
に

よ
る
事
務
処
理
上
の
過
誤
が
新
聞
等
に
報
道

さ
れ
る
な
ど
、
裁
判
所
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
耐
事
件
記
録
の
紛
失

を
は
じ
め
と
し
た
書
記
官
事
務
に
関
式
る
も

の
か
ら
収
入
印
紙
の
窃
取
、
保
管
金
の
着
服

等
と
い
う
お
よ
そ
裁
判
所
で
は
起
き
て
は
な

ら
な
い
犯
罪
行
為
に
及
ぶ
も
の
ま
で
生
じ
て

お
り
ま
す
。

置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
あ
く
ま
で
総
務
局

の
事
務
官
と
し
て
入
っ
て
も
ら
う
わ
け
で
す

か
ら
、
速
記
関
係
事
務
ぱ
か
り
で
は
な
く
、

総
務
局
第
三
課
の
所
掌
す
る
書
記
官
関
係
事

務
等
を
も
併
せ
て
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

た
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
‐

め
ま
し
た
。

七
最
近
の
書
記
官
事
務
の
過
誤
事
例

と
過
誤
防
止
策
に
つ
い
て

［
西
▽

戸

》

野

庁

４

国
‐

４
－

I 舜巽＋

(_）

(坂井参事官）

従
来
、
検
証
調
書
作
成
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
犀
窺
鶚
亙
侭
叶
に
お
い
て
域
、
蜜
裏
塞

一
人
の
書
記
官
や
事
務
官
の
ち
‐
苧
ぅ
と
し

た
周
常
の
気
の
緩
み
か
ら
過
誤
が
生
じ
た
場

合
、
そ
の
書
記
官
な
り
事
務
官
一
人
の
責
任

問
題
に
止
ま
ら
ず
、
裁
判
所
全
体
が
国
民
か

ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
損
な
っ
た

信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
計
り
知
れ
な

い
努
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
職
員
全
員
が

肝
に
銘
じ
て
、
日
常
か
ら
通
達
等
に
則
っ
た

確
実
な
事
務
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
平
成
四
年
度
の
長
官
所
長
会
同

に
お
い
て
は
、
裁
判
所
職
員
全
員
が
堅
実
、

廉
直
な
執
務
姿
勢
の
重
要
性
に
改
め
て
思
い

を
致
す
と
と
も
に
、
司
法
の
担
い
手
で
あ
る

と
い
う
自
覚
と
誇
り
を
堅
持
し
、
こ
う
し
た

（
過
誤
）
事
例
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う

努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
旨
が
最
高
裁
判

所
長
官
か
ら
訓
示
さ
れ
ま
し
た
（
平
四
・
六
。

一
五
付
け
裁
判
所
時
報
参
照
）
。

過
誤
の
原
因
を
一
言
で
言
え
ば
、
日
常
に

お
け
る
書
記
官
事
務
の
マ
ン
ネ
リ
化
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

目
的
意
識
を
持
ち
、
あ
る
程
度
の
緊
張
感
を

伴
っ
て
事
務
処
理
し
て
い
れ
ば
す
べ
て
事
前

に
防
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

』

ん
。
事
件
記
録
の
保
管
に
つ
い
て
言
え
ば
、

そ
の
日
に
各
人
が
記
録
保
管
陣
ツ
カ
ー
か
ら

出
し
た
記
録
に
つ
い
て
確
実
に
把
握
し
、
執

務
時
間
終
了
間
際
に
保
管
ロ
ッ
カ
ー
へ
収
納

す
る
際
に
、
出
し
て
い
た
記
録
の
す
べ
て
が

存
在
す
る
か
を
確
認
す
る
姿
勢
を
確
立
す
る

だ
け
で
よ
い
わ
け
で
す
。
裁
判
官
室
に
提
出
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あ
れ
ば
、
防
げ
た
事
例
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
《
な
お
、
通
達
等
で
チ
ェ
ッ
ク
態
勢
を
確
立

さ
せ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
重

要
性
か
ら
牽
制
制
度
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
是
非
と
も
実
質
的
な
点
検
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク

態
勢
が
形
骸
化
し
、
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
過
誤
事
例
も
目
立
っ
て
い
ま

』
○
す
総
務
局
第
三
課
で
は
、
過
誤
防
止
の
観
点

か
ら
、
首
席
書
記
官
協
議
会
等
の
機
会
を
と
．

ら
ぇ
、
実
際
に
生
じ
た
過
誤
事
例
を
な
る
べ

く
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

参
考
ま
で
に
そ
の
庁
で
採
っ
た
対
策
も
併
せ

て
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
首
席
書

記
官
か
ら
何
ら
か
の
形
で
職
員
の
方
女
に
紹

介
さ
れ
、
自
分
の
庁
の
態
勢
は
大
丈
夫
か
、

過
誤
防
止
対
策
と
し
て
ど
れ
で
十
分
か
と

い
っ
た
観
点
か
ら
塞
露
論
、
検
討
瀧
鱈
加
え
ら
れ

ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

書
き
落
と
し
た
た
め
に
破
棄
差
戻
し
さ
れ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
自
分
が
行
う

仕
事
の
意
味
を
十
分
に
認
識
し
て
執
務
し
、

一
度
見
直
し
て
み
る
と
い
う
基
本
的
姿
勢
が

し
・
た
記
録
が
戻
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
裁
判
官
餌
持
ち
帰
る
の
だ
ろ
う
と
推
測

し
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、

遠
慮
な
く
率
直
に
裁
判
官
に
記
録
の
所
在
に

つ
い
て
確
認
す
る
姿
勢
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
、
判
決
言
渡
調
書
に
判
決
日
時
を

て
願
誰
叩
Ｌ
・
洋
寺
す
。

．
’
亀
・
Ｇ
Ｉ
蛆
０
帥
●
１
＆
■
：
■
■
駅
０
．
１
１

例
り
ぃ
Ｂ
●
６
の
Ｆ
岨
叫
氾
醜
叩
認
２
ｍ
Ⅶ
伽
酢
恥
。
Ｌ
ゲ

ー

１

１
１
１

旧
■
■
。
■
■
い
Ｉ
も
や
。
二
■
勺
０
日
ケ
Ｌ
色
日
Ｉ
１
ｂ

Ｈ
Ｆ
Ｕ
Ｄ
ｂ
１
ｌ
ｐ
Ｕ
０
１
９
Ｂ
日
守
■
■
・
巳
》
Ｌ
ａ
十
ヶ
ロ
Ｐ
■
ロ
ー
■
ケ
●
。
■
ザ
■
Ⅱ
Ｆ
Ｄ
Ｏ
■

金
井
企
画
調
査
部
長
で
は
、
最
後
に
、

書
記
官
事
務
等
に
関
す
る
最
近
の
施
策
等
の

う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
お
話
い
た
だ
い
て
い
な

い
事
項
に
つ
い
て
、
総
務
局
の
坂
井
参
事
官

か
ら
ま
と
め
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
坂
井
参
事
官

１
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
解
説
」

の
刊
行

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
「
事
件
記
録
等
保

存
規
程
の
解
説
」
（
訟
廷
執
務
資
料
第
三
七

号
）
の
改
訂
版
の
刊
行
に
向
け
て
、
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
執
務
資
料
は
、
現
行

の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
制
定
直
後
で
あ

司
等
に
報
告
し
、
次
善
の
策
等
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
上
司
等
へ
の

報
告
が
遅
延
し
た
場
合
、
同
種
の
過
誤
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

れ
ば
、
過
誤
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
他
庁
で
生
じ
た
過

誤
を
決
し
て
対
岸
の
火
事
視
し
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
書

記
官
事
務
等
に
過
誤
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

決
し
て
一
人
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
問
題
を

抱
え
込
む
こ
と
な
く
、
直
ち
に
、
直
属
の
上

り
ま
す
の
で
、
早
期
報
告
の
必
要
性
と
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ら

，
書
記
官
等
犀
六
法
に
つ
い
て
も
、
裁
判
の
結
果
、
実
際
に
六
法
を
入
手
や
き
る
の
は
、
こ
の
結
果
は
、
早
速
全
国
の
会
員
に
伝
え

八
総
務
局
に
お
け
る
そ
の
他
の
施
策

等
に
つ
い
て
‐

！
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１

。
■
Ｏ
Ｂ
寺
ｊ
９
令
心
、
△
Ｉ
０
０
Ｐ
９
０
や
■
■
９
Ｔ
Ｂ
ｏ
０
９
ｔ
℃
●
■
・
Ｂ
６
８
ｐ
＄
、
■
叩
６

’
1 ま

で
の
改
正
や
新
通
達
に
つ
い
て
の
解
説
を

盛
り
込
承
、
付
録
の
通
達
、
通
知
、
回
答
、

会
同
協
議
要
旨
も
新
し
い
も
の
に
改
め
て
、

発
刊
す
る
予
定
で
す
。

２
受
付
分
配
通
建
等
の
改
正
概
要

昨
年
、
「
事
件
の
受
付
及
び
分
配
に
関
す
る

事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
四
年
八
月

二
一
日
付
け
最
高
裁
総
三
第
二
六
号
事
務
総

長
通
達
）
、
「
事
件
関
係
の
帳
簿
諸
票
の
備
付

け
及
び
保
存
に
つ
い
て
」
（
平
成
四
年
八
月
二

一
日
付
け
最
高
裁
総
三
第
二
七
号
事
務
総
長

通
達
）
、
「
裁
判
所
の
事
件
に
関
す
る
保
管
金

等
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
の
運
用
に
つ
い

て
」
（
平
成
四
年
九
月
二
日
付
け
最
高
裁
総
三

第
三
一
号
事
務
総
長
依
命
通
達
）
等
の
書
記

官
事
務
に
関
す
る
重
要
な
通
達
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
実
務
に
携
わ
る
書
記
官
が
執
務
の

参
考
と
し
て
利
用
し
、
通
達
に
基
づ
い
た
的

確
な
執
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
従

前
の
取
扱
い
が
改
め
ら
れ
た
点
を
中
心
に
記

述
し
た
改
正
通
達
の
概
要
を
ま
と
め
て
で
き

る
限
り
早
い
時
期
に
訟
廷
執
務
資
料
と
し
て

刊
行
ず
る
予
定
で
す
。

３
裁
判
所
書
記
官
の
新
し
い
職
服
の
配

る
昭
和
四
○
年
に
発
刊
さ
れ
て
以
来
、
そ
の

後
二
○
数
年
の
問
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
昨
年
一
月
へ
事
件
記
録
等
保
存
規

程
の
・
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
同
規

程
の
運
用
通
達
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
記
録
の
保
存
、
廃
棄
事

務
の
執
務
上
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
こ
れ

Ｉ
０
１
ｄ
９
ｆ
７
０
６
Ｄ
１
Ｉ
７
ｚ
ｌ
Ｅ
Ｉ
ｆ
９
Ｂ
ｇ
Ｅ
８
■
Ｈ
８
Ｂ
Ｉ
０
ｏ
Ｂ
Ｈ
Ｉ
。
・
Ⅱ
日
日
■
■
■
Ｈ
ｊ
ｎ
ｆ
〃
Ｉ
０
０
Ｄ
４
６
８
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｆ
０
■

『
今

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
通
達
の
付
記
に
よ
り
、
従
前
の

規
程
に
よ
る
職
服
も
当
分
の
間
着
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
新
し
い
職
服
の
配
布
状
況

本
年
三
月
一
日
に
裁
判
所
書
記
官
研
修
所

養
成
部
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

修
了
時
ま
で
に
書
研
に
お
い
て
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

③
今
後
の
配
布
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
か
ら
は
、
毎
年
一
四
○
○
着

程
度
作
製
し
、
順
次
裁
判
所
書
記
官
に
配
布

し
て
い
く
方
針
で
す
。

具
体
的
に
は
、

ァ
平
成
五
年
度
以
降
の
新
任
書
記
官
に

つ
い
て

㈱
裁
判
所
書
記
官
研
修
所
養
成
部
の
修

了
者

修
了
予
定
年
度
の
四
月
に
サ
イ
ズ
等
に
つ

い
て
調
査
し
、
修
了
時
ま
で
に
書
研
に
お
い

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
同
月
二
九
日

付
け
最
高
裁
総
一
第
一
六
七
号
事
務
総
長
依

命
通
達
「
裁
判
所
書
記
官
の
職
服
に
つ
い
て
」

に
よ
り
制
式
等
が
定
め
ら
れ
、
同
年
八
月
一

布
①
新
し
い
裁
判
所
書
記
官
の
職
服
の
根

拠
Ｉ

裁
判
所
書
記
官
の
職
服
に
関
す
る
規
程
の

一
部
が
平
成
四
年
七
月
一
五
日
に
改
正
（
同

年
八
月
一
日
施
行
）
さ
れ
、
そ
の
制
式
等
に

つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
こ
と
に
な

仁一、
■■
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て
配
布
し
ま
す
。

㈹
裁
判
所
書
記
官
任
用
試
験
に
よ
り
裁

判
所
書
記
官
に
任
官
す
る
者

当
該
年
度
の
四
月
一
日
現
在
の
所
属
庁
に

お
い
て
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
五
年
度
の
任
官
者
に
つ
い
て

は
、
現
在
サ
イ
ズ
等
に
つ
い
て
調
査
中
で
す
。

ィ
既
に
裁
判
所
書
記
官
に
任
官
し
て
い

る
者
に
つ
い
て

立
会
事
務
に
従
事
し
て
い
る
者
を
優
先

し
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
う
ち
任
官
の
早
い

者
か
ら
順
次
配
布
す
る
こ
と
と
し
ま
す
心
各

庁
へ
の
配
布
数
は
、
書
記
官
の
配
置
人
員
等

の
割
合
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。
．

な
お
、
本
年
度
配
布
分
に
つ
い
て
は
、
現

在
サ
イ
ズ
等
に
つ
い
て
調
査
中
で
す
。

４
書
記
官
等
用
六
法
の
配
布

裁
判
官
用
六
法
に
つ
い
て
は
、
六
法
全
書

（
有
斐
閣
）
と
大
六
法
（
岩
波
）
の
い
ず
れ
か

を
各
裁
判
官
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
灸
異
動
の
際
に
は
異
動
先
の
庁

に
持
参
し
て
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
書
記
官
等
用
六
法
に
つ
い

て
は
、
従
前
は
、
一
律
に
小
六
法
（
有
斐
閣
）

が
配
布
さ
れ
、
異
動
の
際
に
は
、
異
動
前
の

庁
に
六
法
を
返
還
し
、
異
動
後
の
庁
で
新
た

に
六
法
の
配
布
を
受
け
る
扱
い
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
一
般
職
の
執
務
環
境
改
善
と
い

う
こ
と
で
検
討
し
た
結
果
、
平
成
三
年
度
か

。

、
Ｊ
１

が
で
き
る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
六
法
に
書
き
込
承
等
も
行
い
や
す

く
な
り
、
使
い
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
・
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
家
裁
間

の
異
動
や
転
官
等
に
よ
り
六
法
が
長
期
間
手

元
に
な
い
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

四
月
期
と
一
○
月
期
に
き
め
細
か
く
六
法
の

追
加
配
布
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
式
。

ま
た
、
従
前
は
、
新
た
に
書
記
官
に
任
官

し
た
者
に
対
し
て
は
、
任
官
し
た
四
月
以
降

に
六
法
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
つ
い
‘
て
も
、
一
般
職
の
執
務
環
境
改

善
と
配
布
六
法
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か

ら
検
討
し
た
結
果
、
平
成
四
年
度
か
ら
取
扱

い
．
を
改
め
、
一
○
月
一
・
日
現
在
の
書
記
官
研

修
所
の
研
修
生
（
養
成
部
第
一
部
生
、
第
二

部
二
年
生
）
に
対
し
、
任
官
を
待
た
ず
に
＄

小
六
法
と
判
例
六
法
の
い
ず
れ
か
希
望
す
る

六
法
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

書
記
官
任
用
試
験
の
理
論
試
験
合
格
者
（
理

論
試
験
免
除
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
も
、
実

務
試
験
の
受
験
前
に
、
同
様
に
六
法
を
配
布

‐
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
合
同
研

修
中
の
家
裁
調
査
官
補
に
対
し
て
．
は
、
従
前

は
家
裁
で
六
法
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
入
そ

ら
、
書
記
官
等
用
六
法
に
つ
い
て
も
、
裁
判

官
の
場
合
と
同
様
に
、
①
小
六
法
、
判
例
六

法
（
有
斐
閣
）
及
び
戸
籍
六
法
（
テ
ィ
ハ
ン
・

家
裁
の
承
）
の
い
ず
れ
か
を
各
人
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
し
、
②
異
動
の
際
に
も
異
動
先

の
庁
に
持
参
し
て
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と

’

の
結
果
↑

家
裁
調

た
。
）
が

研
修
所

る
こ
と
こ
の

跡

に
つ
い
て
は
、
旧
例
を
墨
守
す
る
こ
と
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
す
。

各
書
記
官
と
も
、
配
布
さ
れ
た
六
法
を
大
い

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

な
お
、
こ
れ
ま
で
、
新
し
い
六
法
が
配
布

さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
前
の
六
法
は
裁
判
部

事
務
官
等
に
交
付
し
、
六
法
の
有
効
利
用
を

図
っ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ｖ

書
記
官
等
用
六
法
の
選
択
制
が
開
始
さ
れ
た

結
果
、
書
記
官
が
従
前
の
小
六
法
と
新
た
に

配
布
さ
れ
た
判
例
六
法
の
両
方
を
抱
え
込
む

よ
う
に
な
り
、
事
務
官
に
六
法
が
回
っ
て
こ

な
く
な
っ
た
と
い
う
声
が
一
部
に
は
聞
か
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
従
前
同
様
の
取
扱
い
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

斎
藤
総
務
部
長
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、

座
談
会
を
終
了
さ
せ
て
．
い
た
だ
き
ま
す
。
閉

会
に
当
た
り
、
会
長
が
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、

。
Ｊ

大
林
会
長
本
日
は
お
忙
し
い
中
を
長
時

間
に
わ
た
り
、
多
く
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
大

変
有
益
な
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
殉
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
。

実
隙
胆
六
法
を
入
手
で
き
る
の
は
、

。
ｂ
７
日
■
ｄ

Ｇ
■
口
‐
＆
■
■

査
官
研
修
所
を
修
了
し
て
か
ら
で
し

、
平
成
五
年
度
か
ら
、
家
裁
調
査
官

で
六
法
を
配
布
す
る
取
扱
い
に
改
め

に
し
ま
し
た
。

よ
う
に
、
書
記
官
等
用
六
法
の
配
布

ｆ
１

き
す
と
と
も
に
、

日
の
お
話
を
念
頭
に
お
い
て
活
動
を
続
け
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

幻
買
『
９
Ｑ
Ｐ
ｄ

毎８４

γ
』
ぬ
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